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取扱説明書

タイプME44

1	 取扱説明書
取扱説明書は本製品のライフサイクル全体について説明しています。本説明書は操作場所の手の届く所に保管し
てください。

安全に関する重要な情報！

	▶本説明書をよくお読みください。

	▶安全注意事項、適正使用および使用条件を遵守してください。

	▶本機を使用する者は本説明書をよく読んで理解する必要があります。

1.1	 表記

注意！

潜在的危険性についての警告。

	▶遵守しない場合、軽症または中程度の傷害を負う可能性があります。

注意！
物的損害についての警告。

	▶遵守しない場合、装置やシステムが損傷する可能性があります。

重要な追加情報、ヒントおよび推薦事項を示します。

本取扱説明書あるいは他の文書の情報の参照指示です。

危険を防ぐための指示のマーキング。

実行する必要のある作業手順をマークします。

結果を示します。

MENU ソフトウェアのインターフェーステキスト表示。

1.2	 用語の定義

用語 本説明書での意味
装置、I/Oモジュール I/Oモジュール タイプME44
büS Bürkert システムバス—Bürkert が開発した CANopen プロトコルに基づく通

信バス

日本語
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規定通りの使用

タイプME44

2	 規定通りの使用
I/Oモジュール タイプME44は、外部センサーからの物理測定データを収集、変換、比較し、büSインターフェースを
介してbüSフィールドバスパティシパントから切り替えコマンドを受信します。これらの測定データまたは切り替え
コマンドは、büSインターフェースを介して外部アクチュエータまたは büSフィールドバスパティシパントに渡され
ます。

	▶装置を適切な制御キャビネットまたはハウジングに取り付けます。制御キャビネットまたはハウジングには、
少なくとも保護等級IP54が必要です。

	▶装置は必ず適切に使用してください。製品を適切に使用しない場合、人、周囲のシステムおよび環境に危険が
及ぶ可能性があります。

	▶製品は、Bürkert が推奨する、もしくは承認する場合にのみ、他社の製品やコンポーネントと組み合わせて使用
してください。

	▶製品は、完全な状態でのみ操作してください。

	▶安全で欠陥のない操作のための前提条件は、適切な輸送、保管、設置、コミッショニング、操作およびメンテナ
ンスです。

	▶ご使用の際には、許容データ、動作条件および使用条件を遵守してください。この情報は、契約書、取扱説明書
および銘板に記載されています。

日本語
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3	 基本的な安全注意事項
本取扱説明書の注意事項では、取付や運転中、メンテナンス時に発生する恐れがある偶発的な事象や不測の事態
は考慮されておりません。事業者は、現地の安全規則をスタッフに関するものも含めて遵守する責任を負います。

一般的な危険状況。

怪我を防ぐために以下の点に留意してください。
	▶装置を変更しないでください。
	▶装置に物理的負荷をかけないでください。
	▶意図しない電源オンに対して製品やシステムを保護してください。
	▶研修を受けた専門技術者のみ設置やメンテナンス作業を行うことができます。
	▶製品は地域の規制に従って設置してください。
	▶電源が遮断された後はプロセスの再始動が制御されていることを確認してください。
	▶技術上の一般規則を遵守してください。

注記！
静電気による危険がある部品およびアセンブリ。

製品には帯電した静電気（ESD）に過敏に反応する電子部品が含まれています。静電気を帯びた人員や物品との
接触はこれらの部品の損傷につながります。最悪の場合は、この部品が直ちに破壊されたり、コミッショニング後に
故障したりします。

	▶急激な静電気放電による損傷の可能性を最小限に抑えるか、または回避するために、EN 61340-5-1 の要件を
満たしてください。

	▶電子部品を供給電圧時に接触させないでください。

	▶すべての使用されていない電気的インターフェースをカバーで閉じてください。

日本語
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4	 一般注意事項

4.1	 連絡先
日本
ビュルケルトジャパン株式会社	
〒112-0005 東京都文京区	
水道1-12-15	
白鳥橋三笠ビル	
電話：03-5804-5020	
Fax：03-5804-5021	
E-Mail：info.jpn@burkert.com

インターナショナル 
当社ウェブサイト（www.burkert.com）にも記載されています

4.2	 保証
保証の前提条件は、指定された使用条件に留意のうえでの装置の適正使用です。

4.3	 ウェブサイトで閲覧できる情報
Bürkert製品についての取扱説明書とデータシートは以下のインターネットサイトでご覧になれます。

https：//country.burkert.com/ 

日本語
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製品説明

タイプME44

5	 製品説明
I/Oモジュール タイプME44 は、外部センサーおよび入力から測定データを受け取り、それらを変換して、外部アク
チュエーターまたはbüS フィールドバスパティシパントおよびコントローラへのゲートウェイに転送するか、コント
ローラまたはbüSフィールドバスパティシパントからデータを出力することができます。

I/Oモジュール タイプME44は、以下のタイプがあります。
	• 4つのアナログ入力搭載4AIモジュール
	• 4つのアナログ出力搭載4AOモジュール
	• 8つのデジタル入力搭載8DIモジュール
	• 8つのデジタル出力搭載8DOモジュール

5.1	 可能な組み合わせ
I/Oモジュール タイプME44 は、他のモジュールと組み合わせてシステムの一部としてのみ使用できます。複数の
モジュールで構成されるシステムを構築するには、Bürkert社営業所にお問い合わせください。

最小拡張レベルのシステム例：

フィールドバスゲート
ウェイ（1）

（接続 	
büS/CANopen）

I/Oモジュール	
仕様：8DIモジュ―ル（2）

トリプルバックプレーン（3）

120 Ohmの終端抵抗（4）

図 1：	 例：最小拡張レベルにI/Oモジュール タイプME44を搭載したシステム

モジュール 名称 タイプ
1 フィールドバスゲートウェイ（接続 büS/CANopen） ME43
2 I/Oモジュール：8DIモジュール（または4AI、4AO、8DOモジュール） ME44
3 トリプルバックプレーン BPX3
4 120 Ohmの終端抵抗 ME43
表 1：	 例：I/Oモジュール タイプME44を搭載したシステムの最小拡張レベル

タイプME44のI/Oモジュールの最大拡張レベル

数 モジュール
3 トリプルバックプレーンBPX3、タイプME44の3つのI/Oモジュール用
9 タイプME44のI/Oモジュール
表 2：	 I/Oモジュール タイプME44を搭載したシステムの最大拡張レベル

日本語
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テクニカルデータ

タイプME44

6	 テクニカルデータ

以下の値は銘板 に記載されています。

	▶供給電圧

	▶許容周囲温度範囲

6.1	 適合性
本装置は、EU適合宣言に基づいたEU指令に準拠しています（該当する場合）。

6.2	 規格
指令への適合性を証明するために適用される基準は、EU型の検査証明書および/あるいはEU適合宣言書で確認
することができます（該当する場合）。

6.3	 動作条件

注意！
高温と多量の霜による機能障害

	▶許容温度範囲外で装置を使用しないでください。

許容周囲温度：	 	 -20～+60 °C	
相対湿度：	 	 	 60 °C まで 90%（結露なきこと）	
使用高度：	 	 	 海抜 2,000 m まで

6.4	 機械データ
寸法

82.6 21

12
3

I/Oモジュール タイプME44 バックプレーン タイプBPX3

75.5

64 30.6

10
5

図 2：	 寸法 I/Oモジュール タイプME44およびバックプレーン タイプBPX3

ハウジング材 タイプME44：	 	 ポリカーボネート

日本語
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6.5	 銘板説明と装置説明

注文番号

CE認証マーク
供給電圧

タイプ

シリアル番号

周囲温度

製造コード 

QRコード（装置に関する詳細情報）

保護等級

UL規格*

モジュ
ールタ
イプ

定格出力

注文番号

CE認証マーク
*ULバージョンでのみ利用可能

タイプ

シリアル番号
UL規格* 周囲温度

製造コード

図 3：	 銘板説明と装置説明（例）

6.6	 電力データ

動作電圧： 24 V  +20%/-15% バックプレーンBPX3経由

導体接続断面 0.2～1.5 mm2

消費電力 4AI：3.5 W	
4AO：3.5 W	
8DI：10 W	
8DO：3 W

保護等級： EN 60529/IEC 60529に準拠したIP20

UL装置： UL/IEC 61010-1に準拠したLimited Energy Circuit（LEC）

UL/IEC 60950に準拠したLimited Power Source（LPS）

UL認証過電流保護付きSELV/PELV、UL/IEC 61010-1 表18に準拠した設計

NEC Class 2 電源

日本語
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テクニカルデータ
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保護 I/Oモジュールの入力は、IEC 61131-2、ゾーンBに従って、電圧パルスおよび
過電流から保護されています。+/-30 V以上の電圧は、モジュールを破壊す
る可能性があります。

規格 EMV    EN 61000	
IEC 61131-2

6.6.1	 入出力の電気特性

4AIモジュール
電気的仕様 電流入力または電圧入力

設定可能な入力（DIとしてのAI）	
AIはDIとしても使用可能（Bürkertコミュニケーターソフトウェアによる構成）

定格運転モード 	• 0～20 mA
	• 4～20 mA
	• 0～10 V
	• 0～5 V
	• 0～2 V

精度 0.1% FSR

温度係数：

	• 電流入力：±35 ppm/K

	• 電圧入力：±40 ppm/K
入力インピーダンス 	• 25 °Cでの電流測定 ≤ 110 Ohm

	• 25 °C での電圧測定 ≥ 115 kOhm
ガルバニック分離 はい、バックプレーンのシステムバスに、入力の下に分離はありません

最大補助消費電流 4 × 50 mA（センサー電源）

最大モジュール消費
電流

25 mA

表 3：	 電気特性 4AIモジュール

4AOモジュール
電気的仕様 電流出力または電圧出力

定格運転モード 	• 0～20 mA
	• 4～20 mA
	• 0～10 V
	• 0～5 V
	• 0～2 V

精度 0.1% FSR

ループインピーダ
ンス

電流出力用 ≤ 900 Ohm

電圧出力用 ≥ 750 Ohm
ゼロスケール誤差 +0.22% FSR

ガルバニック分離 はい、バックプレーンのシステムバスに、出力の下に分離はありません

日本語
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4AOモジュール
最大モジュール消費
電流

30 mA

出力経路の最大電流 4 × 50 mA @ 900 Ohmの電流出力用負荷（抵抗が低いほど消費電流は減少します）

表 4：	 電気特性 4AOモジュール

8DIモジュール
電気的仕様 2導体センサー、3導体センサー、機械式リミットスイッチ（すべての入力を周波数入力と

して構成可能）
切り替え閾値 VOFF =  0～5 V

VON = 10～30 V
VONの入力電力、タ
イプ24 V 

最大 5.7 mA

入力タイプ IEC 61131-2によるタイプ1およびタイプ3
周波数入力の数 8
周波数入力 最大2.5 kHz
入力インピーダンス >4 kOhm
サンプル時間/サンプ
ル周波数

1 ms～4 s/0.25 Hz～1 kHz

ガルバニック分離 なし
センサー電源 最大 8 × 30 mA
最大モジュール消費
電流

30 mA（+8 × 30 mA センサー電源）

表 5：	 電気特性 8DIモジュール

8DOモジュール
定格運転モード 	• On/Off

	• PWM（パルス幅変調）

	• PFM（パルス周波数変調）
出力電流 1チャンネルあたり最大750 mA（並列接続可能）
クロック周波数 20 kHz
ガルバニック分離 はい、バックプレーンのシステムバスに、出力の下に分離はありません
最大モジュール消費
電流

30 mA

最大補助消費電流 8 × 750 mA

表 6：	 電気特性 8DOモジュール

日本語
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6.6.2	 入出力の診断特性

8DIモジュール
断線検出（チャンネル毎）	
2導体センサー用

内部および外部電源用

短絡検出（チャンネル毎）3導体セン
サー用

内部および外部電源用

表 7：	 診断特性 8DIモジュール、デジタル入力

8DOモジュール：デジタル出力
IEC 61131-2：2008-4（チャンネル毎）
に準拠した短絡検出/過負荷検出

チャンネル外部電源用

表 8：	 診断特性 8DOモジュール、デジタル出力

4AIモジュールの電気的下限および上限の工場出荷時設定

入力信号の種類 電気的下限 電気的上限

0～20 mA -0.25 mA 21 mA
4～20 mA 3.6 mA 21 mA
0～10 V -0.25 V 10.25 V
0～5 V -0.25 V 5.25 V
0～2 V -0.25 V 2.25 V

表 9：	 4AIモジュールの電気的下限および上限の工場出荷時設定

電気的下限および上限はカスタマイズできます。

6.6.3	 接続可能な導体
最小 最大

クランプ範囲 0.13 mm2 1.5 mm2

導体接続断面 AWG AWG 28 AWG 14
単線式 H05（07）V-U 0.2 mm2 1.5 mm2

極細線式 H05（07）V-K 0.2 mm2 1.5 mm2

フェルール付き、カラー付き DIN 46 228/4 0.25 mm2 0.75 mm2

DIN 46 228/1に準拠したフェルール付き 0.25 mm2 1.5 mm2

最低温度クラス 105 °C
表 10：	 接続可能な導体

日本語
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7	 設置
注意！
	▶取付は訓練を受けた専門家が適切な工具を使用してのみ行うことができます。

7.1	 フィールドバスゲートウェイをバックプレーンに取り付けます

フィールドバスゲートウェイを搭載
したバックプレーンBPX3

フィールドバスゲートウェイ バックプレーンBPX3

拡張プラグ

六角穴付きねじM4

図 4：	 フィールドバスゲートウェイをバックプレーンに取り付けます

	→フィールドバスゲートウェイの拡張ソケットからカバーを取り外します。

	→フィールドバスゲートウェイの拡張ソケットをバックプレーンの拡張プラグに合わせます。

	→フィールドバスゲートウェイをバックプレーンに差し込みます。

	→六角穴付きねじM4を使用して、フィールドバスゲートウェイをバックプレーンにねじ込みます。	
締め付けトルク0.75 Nmを遵守してください。

7.1.1	 フィールドバスゲートウェイを180°回転させて取付

フィールドバスゲートウェイをバックプレーンに接続するための拡張ソケットは、2回使用できます。これにより、フ
ィールドバスゲートウェイは、電気接続が上向き、または下向きになるように180°回転させて取り付けることがで
きます。

インターフェースは、出荷時にカバーで密閉されています。

カバー付き拡張ソケット

図 5：	 フィールドバスゲートウェイの拡張ソケット

日本語



17

設置

タイプME44

	→取付前に、ドライバーでカバーを取り外します。

注意！
損傷を防ぐため、未使用の拡張ソケットをカバーで閉じてください。

	→ねじを緩めます。

	→規格レールクリップを180°回転させます。

	→ねじを2 Nmで締めます。

図 6：	 規格レールクリップを回転させます

7.2	 I/Oモジュール タイプME44をバックプレーンに取り付けます

I/Oモジュ
ール

バックプレーンフィールド
バスゲート
ウェイ

実装システム

終端抵抗

モジュールス
ロット	
（3個）

カバー付きモジ
ュールスロット

図 7：	 I/Oモジュール タイプME44をバックプレーンに取り付けます

	→バックプレーンから既存のカバーをすべて取り外します。

	→ I/Oモジュールをバックプレーンのモジュールスロットに合わせます。

	→ I/Oモジュールをバックプレーンに、カチッと音がするまで押し込みます。

これでI/Oモジュールは供給電圧に接続されました。

十分な電力のある供給電圧を使用してください。

日本語
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7.3	 電気関連の取付（配線）

注意！
装置が正しく機能し、干渉を回避するための前提条件：

	▶必ず編組またはフォイルシールド付きのシールドケーブルを使用してください。

7.3.1	 電気接続の割り当てと回路図 4AIモジュール

電気接続の割り当て：

コネクタ割当て	
補助電源 外部配線

GND 質量

GND 質量

24 V 補助電源 供給電圧 24 V  +20%/-15%

24 V 補助電源 供給電圧 24 V  +20%/-15%

コネクタ割当て	
アナログ入力 外部配線

GND 質量

AI1～AI4 アナログ入力 +

24 V 供給電圧 24 V  +20%/-15%

表 11：	 接続の割り当て 4AIモジュール

回路図：

回路図は、I/Oモジュールの外側に印刷されています。

GND

AI x

24 V
2導体

3導体

内部供給

図 8：	 回路図 4AIモジュール、内部供給

GND
外部供給

AI x

24 V
2導体 3導体

図 9：	 回路図 4AIモジュール、外部供給

日本語
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7.3.2	 電気接続の割り当てと回路図 4AOモジュール

電気接続の割り当て：

コネクタ割当て	
アナログ出力 外部配線

GND 質量

AO1～AO4 アナログ出力 +

表 12：	 接続の割り当て 4AOモジュール

7.3.3	 8DIモジュールの電気接続の割り当てと回路図

電気接続の割り当て：

コネクタ割当て 外部配線

GND 質量 

DI1～DI8 デジタル入力

周波数入力：DI1～DI8

24 V 供給電圧24 V  +20%/-15%

表 13：	 電気接続の割り当て 8DIモジュール

回路図：

回路図は、I/Oモジュールの外側に印刷されています。

GND

DI x

24 V

3導体 2導体 機械式リミット
スイッチ

図 10：	 回路図 8DIモジュール

日本語
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7.3.4	 8DOモジュールの電気接続の割り当てと回路図

電気接続の割り当て：

コネクタ割当て	
補助電源 外部配線

GND 質量

GND 質量

24 V 補助電源 供給電圧 24 V  +20%/-15%

24 V 補助電源 供給電圧 24 V  +20%/-15%

コネクタ割当て	
デジタル出力 外部配線

GND 質量

DO1～DO8 デジタル出力 +

表 14：	 接続の割り当て 8DOモジュール

7.3.5	 外部センサーとアクチュエータを電気的に接続します

	→外部センサーとアクチュエータの心線を、それぞれの端子に接続します。

	→ケーブルシールドを接続します（「7.3.6 ケーブルシールドの接続」章を参照）。

I/Oモジュールへのアクセスが困難な場合、取り外して電気接続を行うことができます。

押します

押します

上部ロック

下部ロック

接続パネルを取り外します

中央に向
かって押
します

I/Oモジュールを取り外します

上部ロック解除

下部ロック解除

図 11：	 フィールドバスゲートウェイからバックプレーンの取り外し

日本語
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	→青い四角をロックが解除されるまで押し、接続パネルを引き抜きます。

	→上部および下部ロック解除を中央に向かって押し、I/Oモジュールをバックプレーンから取り出します。

	→接続パネルをI/Oモジュールに合わせ、所定の位置にはめ込みます。

	→外部センサーとアクチュエータの心線を、それぞれの端子に接続します。

	→ケーブルシールドを接続します（「7.3.6 ケーブルシールドの接続」章を参照）。

	→接続パネルをカチッと音がするまで押し込みます。

7.3.6	 ケーブルシールドの接続

注意！
装置が正しく機能するための前提条件。

ケーブルシールドは、ラインの両端で機能アースに接続する必要があります。

1.�I/Oモジュール上	
• 制御キャビネットの入力に直接、または	
• モジュール上に直接別のバスバー。

2.外部センサーやアクチュエータに。

日本語
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7.4	 システムを規格レールに取り付けます

1.

	→システムを傾けて規格レールに合わせます。

2.

	→システムを規格レールの下部ガイドに引っ掛けます。

	→システムを上方に押し上げ、規格レールの方向に旋回させ、規格レール
の上部ガイドにかみ合わせます。

3.

図 12：	 規格レールへの装置取り付け

複数のバックプレーンを使用した拡張レベルの設置推奨事項。

	→まず、フィールドバスゲートウェイと1つのバックプレーンで構成される最小拡張レベルを規格レールに引っ掛
けます。

	→さらにバックプレーンを次々と規格レールに吊り下げ、前のバックプレーンに押し込んでいきます。

	→ I/Oモジュールと接続パネルを取り付けます。

日本語
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8	 I/Oモジュールの表示エレメント
タイプME44のI/Oモジュールには、ステータスを表示する以下のLEDがあります。

	• 装置ステータス表示用LED	
LEDはNAMUR NE 107に合わせた色を表示します。

	• チャンネルステータスを表示するためのLED	
LEDの数は、使用可能なチャンネルによって異なります（チャンネルごとに1つのLED）。

装置ステータス表示用LED

チャンネルステータスを表示するためのLED

図 13：	 ステータスを表示するためのLED

8.1	 チャンネルステータスを表示するためのLED
チャンネルステータスを表示するためのLEDは、緑、赤、およびオレンジ の色で変化します。

ステータス表示の説明：

色 意味

緑 チャンネルはアクティブです

赤 エラー発生、チャンネルがアクティブではありません

オレンジ エラー発生、チャンネルはアクティブです

表 15：	 チャンネルステータスを表示するためのLED

日本語
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8.2	 装置ステータス表示用LED
工場出荷時に、LEDはNAMUR NE 107に合わせたカラーを表示します。

さらに2つのモードがあり、固定色を選択するか、LEDを消灯させることができます。

Bürkertコミュニケーターで装置が選択されると、LEDが点滅して装置を識別します。

複数のメッセージが同時に存在する場合は、最も優先度の高いメッセージが表示されます。優先度は、標準操作
からの偏差の重大度に依存します（赤色 = 故障 = 最高優先度）。

NAMURモードでの表示：

NE 107に基づいた表示 説明 意味

カラーコ
ード

色

5 赤 故障、エラーま
たは障害 

誤動作。装置の機能は保証されません。

4 オレンジ 機能チェック 装置がbüSフィールドバスパティシパントを検索すると、このステー
タスは数秒後に終了します。

3 黄 仕様外 装置の環境条件またはプロセス条件が指定範囲外です。

装置内診断は、装置またはプロセスプロパティの問題を示します。

データシート値を遵守することはできません。

2 青 メンテナンス要 装置は進行中の診断を通じて偏差を検出します。装置機能が制限
されています。

装置は制御モードですが、すぐに機能が制限されます。

	→装置をメンテナンスします。

装置構成を管理できません。

	• 更新された装置構成を保存できません。

	• 製品を交換すると、構成を転送できません。

1 緑 診断がアクテ
ィブ

装置にエラーが発生していません。

ステータスの変更は色で表示されます。

メッセージは、必要に応じて接続されたフィールドバスを介して送
信されます。

0 白 診断が非アクテ
ィブ

装置がオンになっています。

ステータスの状態は表示されません。

メッセージはメッセージリストにリストされていないか、または接
続されているフィールドバス経由で送信されます。

装置は仕様内で作動します。

表 16：	 NAMURモードでの装置状態の表示

日本語
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8.3	 装置ステータスの診断
I/Oモジュールのさまざまな状態は、装置ステータスとチャンネルステータスのLED表示から診断することができ
ます。

診断 4AIモジュール：

LED装置ステ
ータスの色

LEDチャンネ
ルステータ
スの色

意味

緑 オフ 装置にエラーが発生していません。

チャンネルが非アクティブです。

緑 緑 装置はエラーのない状態で稼働しています。

チャンネルがアクティブで、有効な値を持っています。

赤 赤 装置に障害があります。

チャンネルはアクティブです。

以下のエラーが発生する可能性があります。

	• 許容範囲外の入力信号

表 17：	 診断、装置ステータス 4AIモジュール

診断 4AOモジュール：

LED装置ステ
ータスの色

LEDチャンネ
ルステータ
スの色

意味

緑 オフ 装置にエラーが発生していません。

チャンネルが非アクティブです。

緑 緑 装置にエラーが発生していません。

チャンネルがアクティブで、有効な値を持っています。

緑 赤 装置にエラーが発生していません。

チャンネルはアクティブで、プロデューサーからのマッピングされた値は無効
です。

（受信者の緊急設定（0x2003sub9）= 0（なし）の場合、NAMURは緑のままです）。

赤 赤 装置に障害があります。

チャンネルはアクティブです。

以下のエラーが発生する可能性があります。

	• 短絡（電圧モード時、出力 > 50 mVの場合のみ検出）

	• 開ループ（電流モード時、出力 > 40 μAの場合のみ検出）

	• マッピングされたプロデューサーが見つかりません

	• プロデューサーからのマッピングされた値が無効です（受信者の緊急設定
（0x2003sub9）!= 0（なし）の場合、NAMURも赤）

日本語
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表 18：	 診断、装置ステータス 4AOモジュール

診断 8DIモジュール：

LED装置ステ
ータスの色

LEDチャンネ
ルステータス
の色

意味

緑 オフ 装置にエラーが発生していません。	
チャンネルは非アクティブであるか、入力電圧が < 5 Vです。

緑 緑 装置にエラーが発生していません。	
チャンネルがアクティブで、入力電圧が > 10 Vです。

赤 赤 装置に障害があります。

チャンネルはアクティブですが、以下のエラーが発生する可能性があります。

	• 断線、

	• 短絡。

表 19：	 診断、装置ステータス 8DIモジュール

診断 8DOモジュール：

LED装置ステ
ータスの色

LEDチャンネ
ルステータス
の色

意味

緑 オフ 装置にエラーが発生していません。	
2つの状態が存在する可能性があります。

	• チャンネルが非アクティブです

	• チャンネルがアクティブな状態 = 低

緑 緑 装置にエラーが発生していません。

チャンネルがアクティブな状態 = 高

定格運転モードPWM および PFM の場合：

チャンネルは、信号を構成に従って処理します。

緑 赤 装置にエラーが発生していません。

チャンネルはアクティブで、プロデューサーからのマッピングされた値は無効
です

（受信者の緊急設定（0x2003sub9）= 0（なし）の場合、NAMURは緑のまま
です）

赤 オンオフモー
ドで赤

PWM/PFMモ
ードで赤/オレ
ンジに点滅

装置に障害があります。

チャンネルはアクティブですが、以下のエラーが発生する可能性があります。

	• 短絡/過負荷（低電力モードでは短絡検出はありません）

	• マッピングされたプロデューサーが見つかりません

	• プロデューサーからのマッピングされた値が無効です（受信者の緊急設定
（0x2003sub9）!= 0（なし）の場合、NAMURも赤）

表 20：	 診断、装置ステータス 8DOモジュール

日本語
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9	 BÜRKERTコミュニケーターによるコミッショニング
ソフトウェア「Bürkertコミュニケーター」は、Bürkert のホームページから無料でダウンロードできます。ソフ
トウェアに加え、付属品として入手可能な USB-büSインターフェースセットも必要です。

USB-büSインターフェースセットは付属品（「19 スペアパーツ、付属品」を参照）としてご注文可能です。

この章では、Bürkertコミュニケーターの基本的な取り扱いについてのみ説明しています。ソフトウェア
「Bürkertコミュニケーター」の操作と設定の詳細な説明は、ホームページwww.burkert.com →タイプ
8920に記載されています。

9.1	 Bürkertコミュニケーターのユーザーインターフェース
インターフェースの追加	
（büSスティックで接続）

製品の構成範囲

メニュー
詳細ビューParameter Diagnostics Maintenanceナビゲーション領域

装置

図 14：	 Bürkertコミュニケーターのユーザーインターフェースの例

日本語
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9.2	 装置をBürkertコミュニケーターと接続します
Bürkertコミュニケーターと装置間の接続は、büsネットワーク経由またはbüSスティックを使用して確立できます。

	→BürkertコミュニケーターをPCにインストールします。

	→USB-büSインターフェースセットを使用して、製品とPC間の接続を確立します。	
büS ネットワーク内の製品には必要ありません。

	→Bürkertコミュニケーターを起動します。

	→メニューバーのアイコン （Add interface）をクリックします。

	→büS stick または büS via the network を選択します。

	→Finish。

 �装置はBürkertコミュニケーターに接続されており、ナビゲーション領域に表示されます。

日本語
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10	 コミッショニング 4AIモジュール

10.1	 アナログ入力の基本設定
基本設定にはソフトウェア「Bürkertコミュニケーター」が必要です。

ソフトウェア「Bürkertコミュニケーター」は、Bürkertのホームページから無料でダウンロードできます。 
https：//country.burkert.com/ →タイプME44。	
ソフトウェアに加え、付属品としてUSB-büSインターフェースセットが必要です。

アナログ入力AI1～AI4の基本設定（順序に注意してください）工場出荷時のプリセット 必要条件

1. 入力信号を選択します。 未設定 必ず必要
2. プロセス値の物理量を選択します。 - 必ず必要

3. アナログ入力のプロセス値を較正します。 必ず必要
	• 下限値 0
	• 上限値 100

4. フィルター応答時間を設定します。 3.00秒 オプション

5.

プロセス基準値の偏差に関する警告メッセージを有
効にし、パラメータ化します。 非アクティブ

オプション	• 下限 -

	• 上限 -

6.

プロセス基準値の偏差に関するエラーメッセージを
有効にし、パラメータ化します。 非アクティブ

オプション	• 下限 -

	• 上限 -

7.

入力エラー（供給電圧または電流）に対するエラーメ
ッセージを有効にし、パラメータ化します。

定義された上限と下限につい
ては、「10.1.7 入力エラーに対
するエラーメッセージを有効
にし、パラメータ化します」章
を参照してください。 オプション

	• 電気的下限 有効

	• 電気的上限 有効

8. アナログ入力をデジタル入力として使用します。 非アクティブ オプション

9. 出力値の名称を指定します。 名称が指定されていません

10. サンプル時間を設定します。 100 ms

表 21：	 4AIモジュールのアナログ入力の基本設定

日本語
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10.1.1	 Bürkertコミュニケーターでアナログ入力を設定するためのメニューを開きます

必要なユーザー権限：インストーラー

メニューを開きます。

	→  ナビゲーション領域で4AIを選択します。	
構成範囲を開くには、+をクリックします。

	→構成範囲でAI1、AI2、 AI3またはAI4を選択します。

アナログ入力を設定するためのメニューを含む詳細ビューParameterが表示されます。

入力信号を選択すると、アナログ入力設定用の完全なメニューツリーが表示されます。

10.1.2	 アナログ入力の入力信号を選択します

必要なユーザー権限：インストーラー

	→構成範囲でAI1、AI2、AI3またはAI4を選択します。

アナログ入力を設定するためのメニューを含む詳細ビューParameterが表示されます。

	→Operating modeを選択します。

	→入力信号を選択します。

 アナログ入力の入力信号が選択されました。

10.1.3	 アナログ入力のプロセス値の物理量を選択します

必要なユーザー権限：インストーラー

	→構成範囲でAI1、AI2、AI3またはAI4を選択します。

アナログ入力を設定するためのメニューを含む詳細ビューParameterが表示されます。

	→Configure unitを選択します。

	→物理量を選択します。

	→Finish。

 アナログ入力の物理量が選択されました。

10.1.4	 アナログ入力のプロセス値を調整します
アナログ入力のプロセス値は、さまざまな方法で調整することができます。

	• メンテナンスの詳細ビュー：アシスタントによる2点ハードウェア調整では、下限と上限のプロセス値を方程式に
基づいて計算します。

	• パラメータ詳細ビュー：下限および上限プロセス値入力による調整。

初回起動時に関する推奨事項：

プロセス値を正しくスケーリングするために、アシスタントによる2点校正を推奨します。詳細ビュー	
Maintenance → メニュー Hardware adjustment → メニュー 2-point hardware adjustment。
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必要なユーザー権限：インストーラー

メンテナンス詳細ビューでの調整：アシスタントによるプロセス値の2点ハードウェア調整：

2点ハードウェア調整は、入力された点1と2の値に基づいて計算される線形方程式で行われます。

手順：

	→構成範囲でAI1、AI2、AI3またはAI4を選択します。

アナログ入力を設定するためのメニューを含む詳細ビューParameterが表示されます。

	→詳細ビューMaintenanceに切り替えます。

	→Hardware adjustmentを選択します。

	→2-point hardware adjustmentを選択します。

アシスタントがメニューをガイドします。

調整中は、以下の値が表示されます。

- 調整点1のアナログ入力の生の値。

- 線形方程式のオフセットとスロープ。

	→Finish。

 アナログ入力のプロセス値を調整しました。

パラメータ詳細ビューでの調整：下限および上限プロセス値入力による調整

	→構成範囲でAI1、AI2、AI3またはAI4を選択します。

アナログ入力を設定するためのメニューを含む詳細ビューParameterが表示されます。

アナログ入力の下限プロセス値を調整します。

	→Value for xxxを選択します。表示（0 mA、4 mA、または0 V）は、選択された入力信号によって異なります。

	→値を入力します。

アナログ入力の上限プロセス値を調整します。

	→Value for xxxを選択します。表示（20 mA、2 V、5 V または10 V）は、選択された入力信号によって異なります。

	→値を入力します。

 アナログ入力のプロセス値を調整しました。

10.1.5	 アナログ入力のフィルター応答時間を設定します

フィルター応答時間は，アナログ入力の電流変動または電圧変動に対する減衰の度合いを決定します。

必要なユーザー権限：インストーラー

	→構成範囲でAI1、AI2、 AI3またはAI4を選択します。

アナログ入力を設定するためのメニューを含む詳細ビューParameterが表示されます。

	→Filter response timeを選択します。

	→値を入力します。

 アナログ入力のフィルター応答時間を設定しました。
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10.1.6	 警告メッセージとエラーメッセージを有効にし、パラメータ化します

プロセス基準値からの偏差に対して、警告およびエラー メッセージを有効にすることができます。入力する下限お
よび上限によって、メッセージを発行するタイミングを定義します。

必要なユーザー権限：インストーラー

	→構成範囲でAI1、AI2、 AI3またはAI4を選択します。

アナログ入力を設定するためのメニューを含む詳細ビューParameterが表示されます。

警告メッセージやエラー メッセージを有効にします。

	→Process warningsまたはProcess errorsを選択します。

	→Activation flagを選択します。

	→Lower limitおよび/またはUpper limitを有効にします。

選択された起動フラグに従って、警告メッセージまたはエラー メッセージの限界値を設定します。

	→Lower limitを選択します。

	→値を入力します。

	→Upper limitを選択します。

	→値を入力します。

 プロセス基準値からの偏差に対する警告メッセージまたはエラー メッセージを有効にしました。

10.1.7	 入力エラーに対するエラーメッセージを有効にし、パラメータ化します

入力信号の偏差に対して、エラーメッセージを有効にすることができます。入力する電気的下限および上限によっ
て、エラーメッセージを発行するタイミングを定義します。

工場出荷時設定：	
エラーメッセージは工場出荷時に有効になっています。次の表は、エラー メッセージの出力に設定されている電
気的上限および下限を示しています。

入力信号の種類 電気的下限 電気的上限

0～20 mA -0.25 mA 21 mA
4～20 mA 3.6 mA 21 mA
0～10 V -0.25 V 10.25 V
0～5 V -0.25 V 5.25 V
0～2 V -0.25 V 2.25 V

表 22：	 工場出荷時設定：入力エラーのエラーメッセージ

必要なユーザー権限：インストーラー

	→構成範囲でAI1、AI2、 AI3またはAI4を選択します。

アナログ入力を設定するためのメニューを含む詳細ビューParameterが表示されます。

エラーメッセージの有効化：

	→ Input errorを選択します。
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	→Activation flagを選択します。

	→エラーメッセージのパラメータを選択します。複数選択が可能です。

	• Lower electrical limit

	• Upper electrical limit

選択された起動フラグに従って、エラー メッセージの限界値を設定します。

	→Lower electrical limitを選択します。

	→値を入力します。

	→Upper electrical limitを選択します。

	→値を入力します。

 入力信号からの偏差に対するエラー メッセージを有効にしました。
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10.1.8	 アナログ入力をデジタル入力として使用します

4AIモジュールの各アナログ入力は、デジタル入力としても使用することができます。

デジタル入力として使用するための有効化

必要なユーザー権限：インストーラー

	→構成範囲でAI1、AI2、 AI3またはAI4を選択します。

アナログ入力を設定するためのメニューを含む詳細ビューParameterが表示されます。

	→AI as DIを選択します。

	→Onを設定します。

アナログ入力がデジタル入力として使用できるように有効になり、パラメータ設定用の構成範囲AI as DIが表示さ
れます。

デジタル入力として使用するためのパラメータ化：

	→構成範囲でAI as DIを選択します。

アナログ入力を設定するためのメニューを含む詳細ビューParameterが表示されます。

	→AI1、AI2、 AI3、またはAI4を選択します。

	→Lower threshold valueを選択し、限界値を入力します。

	→Upper threshold valueを選択し、限界値を入力します。

 �デジタル入力として使用するために、アナログ入力を有効にし、パラメータ化しました。

10.1.9	 アナログ入力の出力値の名称を指定します

必要に応じて、各アナログ入力の出力値に名称を指定することができます。

必要なユーザー権限：インストーラー

	→構成範囲でAI1、AI2、 AI3またはAI4を選択します。

アナログ入力を設定するためのメニューを含む詳細ビューParameterが表示されます。

	→Output value nameを選択します。

	→名称を指定します。

アナログ入力の出力値に名称を付けました。
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10.1.10	 アナログ入力のサンプル時間を設定します

サンプル時間は、入力からデータが読み取られる時間を定義します。

工場出荷時設定：100 ms

サンプル時間が短くなると、CANバスのバス負荷が増加します。

サンプル時間を設定します。

必要なユーザー権限：インストーラー

	→構成範囲でAI1（または対応する出力）を選択します。

アナログ入力を設定するためのメニューを含む詳細ビューParameterが表示されます。

	→Sampling timeを選択します。

	→値を選択します。

 サンプル時間を設定しました。
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11	 その他の設定 4AIモジュール

11.1	 構成範囲 AI1～AI4のメニュー
以下のメニューの概要と簡単な説明には、I/Oモジュールの装置固有の設定が含まれており、PCソフトウェア
「Bürkertコミュニケーター」の説明は含まれていません。

11.1.1	 詳細ビュー「パラメータ」

アナログ入力AI1～AI4の詳細ビュー「パラメータ」のメニューについては、「4AIモジュールのコミッショニン
グ」の章で詳しく説明しています。

11.1.2	 詳細ビュー「診断」

メニューを開きます。

	→  ナビゲーション領域で4AIを選択します。	
構成範囲を開くには、+をクリックします。

	→構成範囲でAI1（または対応する出力）を選択します。

	→詳細ビューDiagnosticsを選択します。

メニューの一覧：

  AI1～AI4（アナログ入力 1～4）のDiagnostics

レベル1 説明

Type 表示、アナログ入力の種類。

Operating mode アナログ入力に設定された定格運転モードの表示。

Input value アナログ入力に印加される電圧または電流の表示。表示される電気量は、選択
された入力信号によって異なります。

モジュールは通常、工場側で正しく較正されています。	
表示された入力値が実際の値と異なる場合は、再較正が必要です。	
再較正は、詳細ビューMaintenance → Hardware calibrationで実行されます。

Output value フィールドバスに出力されるプロセス値の表示。

表 23：	 4AIモジュールのメニュー、構成範囲AI1～AI4、詳細ビュー診断
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11.1.3	 詳細ビュー「メンテナンス」

メニューを開きます。

	→  ナビゲーション領域で4AI を選択します。構成範囲を開くには、+をクリックします。

	→構成範囲でAI1  （または対応する出力）を選択します。

	→詳細ビューMaintenanceを選択します。

メニューの一覧：

 AI1～AI4（アナログ入力 1～4）のMaintenance

レベル1と2 説明

Hardware adjustment 入力信号のスケーリング

2-point hardware 
adjustment

入力信号調整用アシスタント

2点ハードウェア調整は、入力された点1と2の値に基づいて計算される線形方
程式で行われます。

メニュー項目：

	• 点1の入力値

	• 生の値：生の値（スケーリングされていない入力信号の値）の表示。

	• 点2の入力値

	• 生の値：生の値（スケーリングされていない入力信号の値）の表示。

	• 再計算されたオフセット：入力信号に対して線形方程式で再計算されたオフ
セットの表示。

	• 再計算されたスロープ：入力信号に対して線形方程式で再計算されたスロー
プの表示。

Offset 入力信号のオフセット設定

Gradient 入力信号のスロープ設定

Reset to factory 
calibration

対応するチャンネルのハードウェア調整を工場出荷時設定にリセットします。

Process value scaling 実際のプロセス値に基づくスケーリング。

Factory reset ハードウェアの調整を除き、対応するチャンネルのすべての設定を工場出荷時
設定にリセットします。

表 24：	 4AIモジュールのメニュー、構成範囲AI1～AI4、詳細ビューメンテナンス
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11.2	 構成範囲の一般設定メニュー
以下のメニューの概要と簡単な説明には、I/Oモジュールの装置固有の設定が含まれており、PCソフトウェア
「Bürkertコミュニケーター」の説明は含まれていません。

11.2.1	 詳細ビュー「パラメータ」

メニューを開きます。

	→  ナビゲーション領域で4AIを選択します。	
構成範囲を開くには、+をクリックします。

	→構成範囲でGeneral settingsを選択します。

	→詳細ビューParameterを選択します。

メニューの一覧：

General settings用Parameter

レベル1、2および3 説明

Status LED 装置ステータス表示用LEDの設定。

Operation mode 装置の状態を表示するLEDモードを設定します。	
次のLEDモードを選択することができます。

	• NAMURモード、説明については24ページの「8.2 装置ステータス表示用
LED」を参照してください。

	• LEDオフ。

büS büS フィールドバスパティシパントとしての製品のパラメータ化。

Displayed name 装置を表示する名称を割り当てます。

入力は必要ありません。

Location 表示、装置の設置場所

Description 入力ウィンドウは、装置の説明または装置に関する追加情報に使用できます。

入力は必要ありません。

Advanced ネットワークのフィールドバスパティシパントとしての装置のその他の設定。

Unique device name ネットワークでの通信用の通信IDを割り当てます。	

 通信IDが変更されると、別のフィールドバスパティシパントとの割り当てら
れたパートナーシップは失われます。

Baud rate 装置のデータ転送速度をbüSフィールドバスパティシパントまたはCANopen
のフィールドバスパティシパントとして設定します。

büS address 装置がbüSフィールドバスパティシパントまたはCANopenのフィールドバスパ
ティシパントとして管理されているアドレスを割り当てます。
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General settings用Parameter

レベル1、2および3 説明

Bus operation mode 通信を選択します。

	• プロトコルCANopen

	• プロトコルbüS

	• 単体装置

CANopen status 装置の通信状態を設定します。

運用開始前：SDOを介してフィールドバスパティシパントと通信することができ
ます。PDO通信はできません。

使用中：フィールドバスパティシパントはプロセスデータを個別に送受信でき
ます。

 このメニューは、CANopenのプロトコルが選択されている場合にのみ使
用できます。

Deallocation	
delay

受信者を失ってから構成を削除するまでの時間。

Alarm limits 限界値の設定と表示を上回るまたは下回ると装置はエラーメッセージまたは
警告を発します。

Supply voltage 供給電圧の限界値の表示。

Error low 供給電圧の限界値の表示を下回ると装置はエラーメッセージを発します。ヒス
テレシスに注意してください！

Error high 供給電圧の限界値の表示を上回ると装置はエラーメッセージを発します。ヒス
テレシスに注意してください！

Hysteresis 供給電圧の限界値に対するヒステリシスの表示。	

ヒステリシスは限界値の真ん中に割り当てます。

例：
Error high	 	 26.4 V

Hysteresis	 	   0.5 V

エラーは、供給電圧が26.9 Vを超えると発せられ、供給電圧が25.9 Vを下回ると
取り消されます。

Device temperature 装置温度の限界値の表示と設定。

Error high 装置温度の限界値の表示を上回ると装置はエラーメッセージを発します。ヒス
テレシスに注意してください！

Error low 装置温度の限界値の表示を下回ると装置はエラーメッセージを発します。ヒス
テレシスに注意してください！

Warning high 設定した装置温度の限界値を上回ると装置は警告を発します。ヒステレシスに
注意してください！

Warning low 設定した装置温度の限界値を下回ると装置は警告を発します。ヒステレシスに
注意してください！
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General settings用Parameter

レベル1、2および3 説明

Hysteresis 装置温度の限界値のヒステレシスを設定します。	

ヒステリシスは限界値の真ん中に割り当てます。	
例：
Warning high	 	 80 °C

Hysteresis	 	 	 4 °C

警告は、装置温度が82 °Cを超えると発せられ、装置温度が78 °Cを下回ると取
り消されます。

Diagnostics 診断機能のアクティブ化と非アクティブ化用のメニュー

Active 診断機能は有効です。

	• 装置ステータス表示用LEDは、設定されたモードに応じて装置ステータスを表
示します。

	• メッセージはログブックに入力されます。

Inactive 診断機能は無効です。

	• 装置ステータスの表示用LEDに、装置ステータスは表示されません。

	• ログブックにエラーのエントリがありません。

PDO configuration 周期的プロセスデータオブジェクトの構成。

PDO 1
 サイクリックプロセスデータオブジェクトの設定は、必要な操作手順をガイ

ドするウィザードで行われます。PDO 2

PDO 3

Multiplexed PDO

Reset to default values PDO設定のデフォルト値へのリセット 

Output module PDOs 説明36ページの「11.1 構成範囲 AI1～AI4のメニュー」を参照してください。

表 25：	 4AIモジュールのメニュー、構成範囲一般設定、詳細ビューパラメータ
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11.2.2	 詳細ビュー「診断」

メニューを開きます。

	→  ナビゲーション領域で4AIを選択します。	
構成範囲を開くには、+をクリックします。

	→構成範囲でGeneral settingsを選択します。

	→詳細ビューDiagnosticsを選択します。

メニューの一覧：

General settings用Diagnostics

レベル1と2 説明

Device status 装置ステータスに関する情報。

Operating duration 装置のライフサイクル全体の稼働時間の表示。

Device temperature 装置温度の表示。

Voltage drops 表示：前回の再起動以降の電圧低下の数。

Min./max. values 測定された装置温度の最小値と最大値の表示。

Device boot counter 装置のライフサイクル全体にわたる装置の再起動表示。

Transferable memory 
status

構成設定の保存と管理が可能。

設定については、説明書「中央構成管理—装置交換時の構成データの転送」を
参照してください。	
説明書はBürkertのホームページ→タイプME43に掲載されています。

Current system time 日付と時刻の表示。

büS status büSネットワークに関する情報。

Receive errors 現在発生している受信エラーの表示。

Receive errors max. 前回の再起動以降のすべての受信エラーの表示。

Transmit errors 現在発生している送信エラーの表示。

Transmit errors max. 前回の再起動以降のすべての送信エラーの表示。

Reset error counter. 受信エラーと送信エラーのエラーカウンターを0にリセットします。

CANopen status büSネットワークへのフィールドバスパティシパントとしての装置の通信状態に
関する情報。運用開始前または運用開始後。

Logbook ログエントリを表示および管理するためのメニュー。

表 26：	 4AIモジュールのメニュー、構成範囲一般設定、詳細ビュー診断
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11.2.3	 詳細ビュー「メンテナンス」

メニューを開きます。

	→  ナビゲーション領域で4AIを選択します。	
構成範囲を開くには、+をクリックします。

	→構成範囲でGeneral settingsを選択します。

	→詳細ビューMaintenanceを選択します。

メニューの一覧：

General settings用Maintenance

レベル1と2 説明

Device information 製品固有のデータの表示。

Displayed name 装置に入力された名称の表示。	

 名前は構成範囲 	
General settings → Parameter、メニュー büS → Displayed nameに入力さ
れます。

Identification number 製品のID番号の表示。

Serial number 装置のシリアル番号の表示。

Software ident. number 装置で使用されているソフトウェアID番号の表示。

Software version 装置で使用されているソフトウェアバージョンの表示。

büS version 装置のbüSバージョンの表示。

Hardware version 装置のハードウェアバージョンの表示。

Product type 装置のタイプ名称の表示。

Manufacture date 装置の製造日の表示。

eds version edsバージョンの表示。

Device driver 装置ドライバーに関する情報。

このメニューは、PCソフトウェア「Bürkertコミュニケーター」でのみ利用可能で
す。

Reset device 製品のリセットと再起動用のメニュー。

Restart 装置を再起動します。	
装置の再起動時にソフトウェアリセットが実行されます。装置で行われた構成
およびパラメータ設定は再起動後も保持されます。

Factory reset 装置を工場出荷時設定にリセットします。

工場出荷時設定にリセットすると、装置で行われた設定が工場出荷時設定で上
書きされます。

表 27：	 4AIモジュールのメニュー、構成範囲一般設定、詳細ビューメンテナンス

日本語



43

コミッショニング 4AOモジュール

タイプME44

12	 コミッショニング 4AOモジュール

12.1	 アナログ出力の基本設定
基本設定にはソフトウェア「Bürkertコミュニケーター」が必要です。

ソフトウェア「Bürkertコミュニケーター」は、Bürkertのホームページから無料でダウンロードできます。 
https：//country.burkert.com/ →タイプME44。	
ソフトウェアに加え、付属品としてUSB-büSインターフェースセットが必要です。

アナログ出力AO1～AO4の基本設定（順序をに注意してくだ
さい） 工場出荷時のプリセット 必要条件

1. 定格運転モードを選択します。 未設定 必ず必要
2. アナログ出力のプロセス値を較正します。 必ず必要

	• 下限値 0
	• 上限値 100

3. フィルター応答時間を設定します。 3.00秒 オプション

4. トラブルシューティングを構成します。 前回の有効な値 オプション

5. 入力値の名称を指定します。 名称が指定されていません

6. 診断を設定します。 短絡検出、	
開ループ検出

表 28：	 概要：4AOモジュールのアナログ出力の基本設定

12.1.1	 Bürkertコミュニケーターでアナログ出力を設定するためのメニューを開きます
必要なユーザー権限：インストーラー

メニューを開きます。

	→  ナビゲーション領域4AOを選択します。	
構成範囲を開くには、+をクリックします。

	→構成範囲でAO1、AO2、 AO3またはAO4を選択します。

アナログ入力を設定するためのメニューを含む詳細ビューParameterが表示されます。

出力信号を選択すると、アナログ入力設定用の完全なメニューツリーが表示されます。

12.1.2	 アナログ出力の定格運転モードを選択します

必要なユーザー権限：インストーラー

	→構成範囲でAO1、AO2、 AO3またはAO4を選択します。

アナログ出力設定するためのメニューを含む詳細ビューParameterが表示されます。

	→Operating modeを選択します。

	→出力信号を選択します。

 アナログ出力の出力信号が選択されました。
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12.1.3	 アナログ出力のプロセス値を較正します

パラメータ詳細ビューでの較正：下限および上限プロセス値入力による較正

	→構成範囲でAO1、AO2、 AO3またはAO4を選択します。

アナログ出力設定するためのメニューを含む詳細ビューParameterが表示されます。

アナログ出力の下限プロセス値を較正します

	→Value for xxxを選択します。表示（0 mA、4 mA、または0 V）は、選択された出力信号によって異なります。

	→値を入力します。

アナログ入力の上限プロセス値を較正します

	→Value for xxxを選択します。表示（20 mA、2 V、5 V または10 V）は、選択された出力信号によって異なります。

	→値を入力します。

アナログ出力のプロセス値を較正しました。

12.1.4	 アナログ入力のフィルター応答時間を設定します

フィルター応答時間は，アナログ入力の電流変動または電圧変動に対する減衰の度合いを決定します。

必要なユーザー権限：インストーラー

	→構成範囲でAO1、AO2、 AO3またはAO4を選択します。

アナログ入力を設定するためのメニューを含む詳細ビューParameterが表示されます。

	→Filter response timeを選択します。

	→値を入力します。

 アナログ入力のフィルター応答時間を設定しました。

12.1.5	 アナログ入力のトラブルシューティングを設定します

エラー状態でどの値を出力するかを決定します。

必要なユーザー権限：インストーラー

	→構成範囲でAO1、AO2、 AO3またはAO4を選択します。

アナログ入力を設定するためのメニューを含む詳細ビューParameterが表示されます。

	→Error handlingを選択します。

	→Last valid valueまたはError valueを選択します。

 アナログ入力のトラブルシューティングを設定しました。

12.1.6	 アナログ入力の出力値の名称を指定します

必要に応じて、各アナログ入力の出力値に名称を指定することができます。

必要なユーザー権限：インストーラー
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	→構成範囲でAO1、AO2、 AO3またはAO4を選択します。

アナログ入力を設定するためのメニューを含む詳細ビューParameterが表示されます。

	→ Input value nameを選択します。

	→名称を指定します。

 アナログ入力の出力値に名称を付けました。

12.1.7	 アナログ出力の診断を設定します

診断により、エラー検出を設定することができます。

工場出荷時設定：短絡検出

必要なユーザー権限：インストーラー

	→構成範囲でAO1（または対応する出力）を選択します。

アナログ出力設定するためのメニューを含む詳細ビューParameterが表示されます。

	→Diagnosticsを選択します。

	→Open loopおよび/またはShort circuit detectionを選択します。

 診断を設定しました。
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13	 その他の設定 4AOモジュール

13.1	 構成範囲AO1～AO4のメニュー
以下のメニューの概要と簡単な説明には、I/Oモジュールの装置固有の設定が含まれており、ソフトウェア「Bürkert
コミュニケーター」の説明は含まれていません。

13.1.1	 詳細ビュー「パラメータ」

アナログ出力AO1～AO4の詳細ビューパラメータのメニューについては、「4AOモジュールのコミッショニン
グ」の章で詳しく説明しています。

13.1.2	 詳細ビュー「診断」

メニューを開きます。

	→  ナビゲーション領域4AOを選択します。	
構成範囲を開くには、+をクリックします。

	→構成範囲でAO1  （または対応する出力）を選択します。

	→詳細ビューDiagnosticsを選択します。

メニューの一覧：

  AO1～AO4  （アナログ出力 1～4）のDiagnostics

レベル1 説明

Type 表示、アナログ入力の種類。

Operating mode アナログ入力に設定された定格運転モードの表示。

Input value アナログ出力に印加される電圧または電流の表示。表示される電気量は、選択
された出力信号によって異なります。

モジュールは通常、工場側で正しく較正されています。	
表示された出力値が実際の値と異なる場合は、再較正が必要です。

Output value フィールドバスに出力されるプロセス値の表示。

表 29：	 4AOモジュールのメニュー、構成範囲AO1～AO4、詳細ビュー診断

13.2	 構成範囲の一般設定メニュー

13.2.1	 詳細ビュー「パラメータ」

メニューを開きます。

	→  ナビゲーション領域で4AOを選択します。	
構成範囲を開くには、+をクリックします。
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	→構成範囲でGeneral settingsを選択します。

	→詳細ビューParameter を選択します。

メニューの一覧：

General settings用Parameter

レベル1、2および3 説明

Status LED 装置ステータスLEDの色と動作。

Operation mode さまざまなモードの設定：NAMUR、固定色、LEDオフ。

büS büS フィールドバスパティシパントとしての製品のパラメータ化。

Displayed name 装置が表示される名前を割り当てます。

Location 装置に表示される場所に名前を付けます。

Description 入力ウィンドウは、装置の説明または装置に関する追加情報に使用できます。

入力は必要ありません。

Advanced ネットワークのフィールドバスパティシパントとしての装置のその他の設定。

Unique device name ネットワークでの通信用の通信IDを割り当てます。	

 通信IDが変更されると、別のフィールドバスパティシパントとの割り当てら
れたパートナーシップは失われます。

Baud rate 装置のデータ転送速度をbüSフィールドバスパティシパントまたはCANopen
のフィールドバスパティシパントとして設定します。

Fixed CANopen 
address

装置がbüSフィールドバスパティシパントまたはCANopenのフィールドバスパ
ティシパントとして管理されているアドレスを割り当てます。

CANopen address 実際に使用されたアドレス。

CANopen status 装置の通信状態を設定します。

運用開始前：SDOを介してフィールドバスパティシパントと通信することができ
ます。PDO通信はできません。

使用中：フィールドバスパティシパントはプロセスデータを個別に送受信でき
ます。

 このメニューは、CANopenのプロトコルが選択されている場合にのみ使
用できます。

Bus operation mode 通信を選択します。

	• プロトコルCANopen

	• プロトコルbüS

	• 単体装置

Show errors from büS 
partners

	• 装置は受信者（プロデューサーおよび/またはコンシューマー）のエラーを表
示します。

Deallocation delay 受信者を失ってから構成を削除するまでの時間。
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General settings用Parameter

レベル1、2および3 説明

Alarm limits 限界値の設定と表示を上回るまたは下回ると装置はエラーメッセージまたは
警告を発します。

Device temperature

Error low

Error high

PDO configuration 周期的プロセスデータオブジェクトの構成。

PDO 1
 サイクリックプロセスデータオブジェクトの設定は、必要な操作手順をガイ

ドするウィザードで行われます。

制止時間：2回の送信の間に再度送信するまでの最短時間。

イベントタイマー：2回の送信の間の最長時間。値の変化の有無に関係ありま
せん。

Reset to default values PDO設定のデフォルト値へのリセット 

Configuration client 装置構成を別の装置に保存するために使用されます。

Operation mode アクティブ：

非アクティブ：

自動スイッチオン：プロバイダを待ってから、「アクティブ」に設定します。

Change operation mode セットアップウィザードを開始します。

表 30：	 4AOモジュールのメニュー、構成範囲一般設定、詳細ビューパラメータ
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13.2.2	 詳細ビュー「診断」

メニューを開きます。
	→  ナビゲーション領域で4AOを選択します。	
構成範囲を開くには、+をクリックします。

	→構成範囲でGeneral settingsを選択します。

	→詳細ビューDiagnosticsを選択します。

メニューの一覧：

General settings用Diagnostics

レベル1と2 説明

Device status 装置ステータスに関する情報。

Operating duration 装置のライフサイクル全体の稼働時間の表示。

Operating duration since last 
boot

前回起動時からの稼働時間の表示。

Device temperature 装置に適用される装置温度の表示。

Min./max. values 最小および最大温度値。

Min. temperature 最低温度

Max. temperature 最高温度

Device boot counter 装置が実行したすべての再起動回数の表示。

Transferable memory status 構成設定の保存と管理が可能。

設定については、説明書「中央構成管理—装置交換時の装置構成の転送」
を参照してください。	
説明書はBürkertのホームページ→タイプME43に掲載されています。

büS status büSネットワークに関する情報。

Receive errors 既存の受信エラーの表示。

Receive errors max. 過去および現在のすべての受信エラーの表示。

Transmit errors 既存の送信エラーの表示。

Transmit errors max. 過去および現在のすべての送信エラーの表示。

Reset error counter エラーカウンターの2つの最大値をリセットします。

CANopen status büSネットワークへのフィールドバスパティシパントとしての装置の通信状
態に関する情報。運用開始前または運用開始後。

Logbook システムメッセージの表示 

Configuration client

Transferable memory status

Status 装置の現在のステータス

Number of reconfigurations 装置の再構成の数

表 31：	 4AOモジュールのメニュー、構成範囲一般設定、詳細ビュー診断
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13.2.3	 詳細ビュー「メンテナンス」

メニューを開きます。

	→  ナビゲーション領域4AOを選択します。	
構成範囲を開くには、+をクリックします。

	→構成範囲でGeneral settingsを選択します。

	→詳細ビューMaintenanceを選択します。

メニューの一覧：

General settings用Maintenance

レベル1と2 説明

Device information 製品固有のデータの表示。

Displayed name 装置に入力された名称の表示。	

 名前は構成範囲 	
General settings → Parameter、メニュー büS → Displayed nameに入力さ
れます。

Identification number 製品のID番号の表示。

Serial number 装置のシリアル番号の表示。

Software ident. number 装置で使用されているソフトウェアID番号の表示。

Software version 装置で使用されているソフトウェアバージョンの表示。

büS version 装置のbüSバージョンの表示。

Hardware version 装置のハードウェアバージョンの表示。

Product type 装置のタイプ名称の表示。

Manufacture date 装置の製造日の表示。

eds version edsバージョンの表示。

Device driver 装置ドライバーに関する情報。

このメニューは、PCソフトウェア「Bürkertコミュニケーター」でのみ利用可能で
す。

Reset device 製品のリセットと再起動用のメニュー。

Restart 装置を再起動します。	
装置の再起動時に電圧のリセットが実行されます。装置で行われた構成および
パラメータ設定は再起動後も保持されます。

Factory reset 装置を工場出荷時設定にリセットします。

工場出荷時設定にリセットすると、装置で行われた設定がデフォルト値で上書
きされます。

表 32：	 4AOモジュールのメニュー、構成範囲一般設定、詳細ビューメンテナンス 
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14	 コミッショニング 8DIモジュール

14.1	 デジタル入力の基本設定

基本設定にはソフトウェア「Bürkertコミュニケーター」が必要です。

ソフトウェア「Bürkertコミュニケーター」は、Bürkertのホームページから無料でダウンロードできます。 
https：//country.burkert.com/ →タイプME44。	
ソフトウェアに加え、付属品としてUSB-büSインターフェースセットが必要です。

8DIモジュールの基本設定には、メニューと必要な操作ステップをガイドするアシスタントが用意されています。

	→  ナビゲーション領域で8DIを選択します。	
構成範囲を開くには、+をクリックします。

	→ Inputs > Parameter > Setupを選択します。

1.サンプル時間の設定

サンプル時間は、周波数測定の精度に影響します。サンプル時間が長いほど、周波数測定の精度は高くなり
ます。その依存関係は下図の通りです。

公
差
 [%
]

1.0000

0.1000

0.0100

0.0010

0.0001
2,5002,0001,5001,0005000

周波数 [Hz]

サンプル時間：
1 ms
2 ms
4 ms
8 ms
16 ms
32 ms
64 ms
128 ms

周波数測定の精度

図 15：	 図：サンプル時間に応じた周波数測定の精度

	→サンプル時間を入力します。Nextを選択します。

2.多機能入力を構成します

チャンネル1～8に対しては、入力の種類を指定することができます。

以下のタイプが選択可能です。

入力指定 機能

Digital input デジタル入力。
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入力指定 機能

Pulse counter

動作時間全体にわたって入力されるパルスのカウント。

 �カウントは0にリセットできます。	
構成範囲：Inputs → Maintenance → Reset totalizers → Pulse 
counter。

Frequency input 入力での周波数の測定。

Flow input 単位時間あたりの流量。

Flow totalizer input

動作時間全体の流量のカウント。

 �カウントは0にリセットできます。	
構成範囲：Inputs → Maintenance → Reset totalizers → Flow 
totalizer。

表 33：	 説明：多機能入力の入力タイプ

	→多機能入力の種類を選択します。

	→Nextを選択します。

流量入力を選択する場合：

	→流量入力に対するKファクタを入力します。

 �2点較正が可能です。	
構成範囲：Inputs → Maintenance → Flow input calibration。

	→Nextを選択します。

3.入力の断線検出を有効にします

	→断線検出を有効にするには、対応するチャンネルの後ろにあるアイコンをクリックします。

	→Nextを選択します。

8-DIモジュールの基本設定が完了しました。
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15	 その他の設定 8DIモジュール

15.1	 構成範囲入力のメニュー
以下のメニューの概要と簡単な説明には、I/Oモジュールの装置固有の設定が含まれており、ソフトウェア「Bürkert
コミュニケーター」の説明は含まれていません。

15.1.1	 詳細ビュー「パラメータ」

メニューを開きます。

	→  ナビゲーション領域で8DIを選択します。	
構成範囲を開くには、+をクリックします。

	→構成範囲でInputsを選択します。

	→詳細ビューParameterを選択します。

メニューの一覧：

Inputs用Parameter

レベル1と2 説明

Sampling time サンプル時間の設定。

設定は、構成範囲Inputs → Parameter → Setupのコミッショニングの基
本設定で行われます。

Input inversion チャンネルごとの入力反転。

デジタル入力のみ。

Wire break detection active デジタル入力1～8の断線検出の有効化または無効化。

	• 断線検出がアクティブ：	
装置ステータスエラーの設定されたLEDモードにより、断線が表示されます。ロ
グブックにエラーメッセージが記録されます。

	• 断線検出が非アクティブ：	
装置ステータス表示用LEDに断線は表示されません。ログブックにエラーメッ
セージが記録されません。

Mark bus outputs as invalid エラーが発生した場合、影響を受けるバス出力値を無効としてマークすること
ができます。装置の他のすべてのバス出力は影響を受けません。

Multi-function input channel 
1...8

各多機能入力の設定表示。	

設定は、構成範囲Inputs → Parameter → Setupのコミッショニングの基
本設定で行われます。	

Type 入力タイプの表示

Setup 入力モジュールの基本設定

表 34：	 8DIモジュールのメニュー、構成範囲入力、詳細ビューパラメータ
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15.1.2	 詳細ビュー「診断」

メニューを開きます。

	→  ナビゲーション領域で8DIを選択します。	
構成範囲を開くには、+をクリックします。

	→構成範囲でInputsを選択します。

	→詳細ビューDiagnosticsを選択します。

メニューの一覧：

Inputs用Diagnostics

レベル1と2 説明

Short circuit 短絡があるかどうかの表示。

Wire break 断線の有無の表示。

Multi-function input status 多機能入力の現在のステータスを表示します。

Out of specification 入力周波数が仕様に基づく範囲外であるかどうかを示します。

Error 入力周波数が高すぎるかどうかを示します。装置の不安定性を回避する
ため、入力が無効化されました。入力を再開するには、装置を再起動し
ます。

表 35：	 8DIモジュールのメニュー、構成範囲入力、詳細ビュー診断

15.1.3	 詳細ビュー「メンテナンス」

メニューを開きます。

	→  ナビゲーション領域で8DIを選択します。	
構成範囲を開くには、+をクリックします。

	→構成範囲でInputsを選択します。

	→詳細ビューDiagnosticsを選択します。

メニューの一覧：

Inputs用Maintenance

レベル1 説明

Flow input calibration 流量入力の較正を実行するアシスタント。

Reset pulse counter 周期パルスカウンタのリセット。

Reset totalizer 積算計のリセット用アシスタント。

表 36：	 8DIモジュールのメニュー、構成範囲入力、詳細ビューメンテナンス
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15.2	 構成範囲の一般設定メニュー

15.2.1	 詳細ビュー「パラメータ」

メニューを開きます。

	→  ナビゲーション領域で8DIを選択します。	
構成範囲を開くには、+をクリックします。

	→構成範囲でGeneral settingsを選択します。

	→詳細ビューParameterを選択します。

メニューの一覧：

General settings用Parameter

レベル1、2および3 説明

Status LED 装置ステータスLEDの色と動作。

Operation mode さまざまなモードの設定：NAMUR、固定色、LEDオフ。

büS büS フィールドバスパティシパントとしての製品のパラメータ化。

Displayed name 装置が表示される名前を割り当てます。

Location 装置に表示される場所に名前を付けます。

Description 入力ウィンドウは、装置の説明または装置に関する追加情報に使用できます。

入力は必要ありません。

Advanced ネットワークのフィールドバスパティシパントとしての装置のその他の設定。

Unique device name ネットワークでの通信用の通信IDを割り当てます。	

 通信IDが変更されると、別のフィールドバスパティシパントとの割り当てら
れたパートナーシップは失われます。

Baud rate 装置のデータ転送速度をbüSフィールドバスパティシパントまたはCANopen
のフィールドバスパティシパントとして設定します。

Fixed CANopen 
address

装置がbüSフィールドバスパティシパントまたはCANopenのフィールドバスパ
ティシパントとして管理されているアドレスを割り当てます。

CANopen address 実際に使用されたアドレス。
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General settings用Parameter

レベル1、2および3 説明

CANopen status 装置の通信状態を設定します。

運用開始前：SDOを介してフィールドバスパティシパントと通信することができ
ます。PDO通信はできません。

使用中：フィールドバスパティシパントはプロセスデータを個別に送受信でき
ます。

 このメニューは、CANopenのプロトコルが選択されている場合にのみ使
用できます。

Bus operation mode 通信を選択します。

	• プロトコルCANopen

	• プロトコルbüS

	• 単体装置

Deallocation delay 受信者を失ってから構成を削除するまでの時間。

Alarm limits 限界値の設定と表示を上回るまたは下回ると装置はエラーメッセージまたは
警告を発します。

Supply voltage 供給電圧の限界値の表示と設定。

Error high 供給電圧の限界値の表示を上回ると装置はエラーメッセージを発します。ヒス
テレシスに注意してください！

Error low 供給電圧の限界値の表示を下回ると装置はエラーメッセージを発します。ヒス
テレシスに注意してください！

Supply voltage 装置温度の限界値の表示と設定。

Error high 装置温度の限界値の表示を上回ると装置はエラーメッセージを発します。ヒス
テレシスに注意してください！

Error low 装置温度の限界値の表示を下回ると装置はエラーメッセージを発します。ヒス
テレシスに注意してください！

PDO configuration 周期的プロセスデータオブジェクトの構成。

PDO 1
 サイクリックプロセスデータオブジェクトの設定は、必要な操作手順をガイ

ドするウィザードで行われます。

制止時間：2回の送信の間に再度送信するまでの最短時間。

イベントタイマー：2回の送信の間の最長時間。値の変化の有無に関係ありま
せん。

PDO 2

PDO 3

Multiplexed PDO PDO（周期的データ）とSDO（非周期的データ）の混在

制止時間：2回の送信の間に再度送信するまでの最短時間。

Reset to default values PDO設定のデフォルト値へのリセット 
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General settings用Parameter

レベル1、2および3 説明

Configuration client 装置構成を別の装置に保存するために使用されます。

Operation mode アクティブ：

非アクティブ：

自動スイッチオン：プロバイダを待ってから、「アクティブ」に設定します。

Change operation mode セットアップウィザードを開始します。
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15.2.2	 詳細ビュー「診断」
メニューを開きます。

	→  ナビゲーション領域で8DIを選択します。	
構成範囲を開くには、+をクリックします。

	→構成範囲でGeneral settingsを選択します。

	→詳細ビューDiagnosticsを選択します。

メニューの一覧：

General settings用Diagnostics

レベル1と2 説明

Device status 装置ステータスに関する情報。

Operating duration 装置のライフサイクル全体の稼働時間の表示。

Operating duration since 
last boot

前回起動時からの稼働時間の表示。

Device temperature 装置に適用される装置温度の表示。

Min./max. values 最小および最大温度値。

Min. temperature 最低温度

Max. temperature 最高温度

Device boot counter 装置が実行したすべての再起動回数の表示。

Transferable memory status 構成設定の保存と管理が可能。

設定については、説明書「中央構成管理—装置交換時の装置構成の転送」
を参照してください。	
説明書はBürkertのホームページ→タイプME43に掲載されています。

büS status büSネットワークに関する情報。

Receive errors 既存の受信エラーの表示。

Receive errors max. 過去および現在のすべての受信エラーの表示。

Transmit errors 既存の送信エラーの表示。

Transmit errors max. 過去および現在のすべての送信エラーの表示。

Reset error counter エラーカウンターの2つの最大値をリセットします。

CANopen status büSネットワークへのフィールドバスパティシパントとしての装置の通信状
態に関する情報。運用開始前または運用開始後。

Logbook システムメッセージの表示 

Configuration client

Transferable memory status

Status 装置の現在のステータス

Number of reconfigurations 装置の再構成の数

表 37：	 8DIモジュールのメニュー、構成範囲一般設定、詳細ビュー診断
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15.2.3	 詳細ビュー「メンテナンス」

メニューを開きます。

	→  ナビゲーション領域で8DIを選択します。	
構成範囲を開くには、+をクリックします。

	→構成範囲でGeneral settingsを選択します。

	→詳細ビューMaintenanceを選択します。

メニューの一覧：

General settings用Maintenance

レベル1と2 説明

Device information 製品固有のデータの表示。

Displayed name 装置に入力された名称の表示。	

 名前は構成範囲 	
General settings → Parameter、メニュー büS → Displayed nameに入力さ
れます。

Identification number 製品のID番号の表示。

Serial number 装置のシリアル番号の表示。

Software ident. number 装置で使用されているソフトウェアID番号の表示。

Software version 装置で使用されているソフトウェアバージョンの表示。

büS version 装置のbüSバージョンの表示。

Hardware version 装置のハードウェアバージョンの表示。

Product type 装置のタイプ名称の表示。

Manufacture date 装置の製造日の表示。

eds version edsバージョンの表示。

Device driver 装置ドライバーに関する情報。

このメニューは、PCソフトウェア「Bürkertコミュニケーター」でのみ利用可能
です。

Reset device 製品のリセットと再起動用のメニュー。

Restart 装置を再起動します。	
装置の再起動時に電圧のリセットが実行されます。装置で行われた構成および
パラメータ設定は再起動後も保持されます。

Factory reset 装置を工場出荷時設定にリセットします。

工場出荷時設定にリセットすると、装置で行われた設定がデフォルト値で上書
きされます。

表 38：	 8DIモジュールのメニュー、構成範囲一般設定、詳細ビューメンテナンス
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16	 コミッショニング 8DOモジュール

16.1	 デジタル出力の基本設定
基本設定にはソフトウェア「Bürkertコミュニケーター」が必要です。

ソフトウェア「Bürkertコミュニケーター」は、Bürkertのホームページから無料でダウンロードできます。 
https：//country.burkert.com/ →タイプME44。	
ソフトウェアに加え、付属品としてUSB-büSインターフェースセットが必要です。

デジタル出力DO1～DO8の基本設定 工場出荷時のプリセット 必要条件

定格運転モードを選択します。

	• On/Off

	• 閾値

	• PWM

	• PFM

未設定 必ず必要

選択された定格運転モードに応じたデジタル出力のパラメ
ータ化。

- 必ず必要

デジタル出力の反転。 オフ 任意で実行します

デジタル出力の入力値に対する名称を指定します。 名称が指定されていません 任意で実行します

短絡検出を設定します。 有効 任意で実行します

表 39：	 概要：8DOモジュールのデジタル出力の基本設定

16.1.1	 Bürkertコミュニケーターでデジタル出力を設定するためのメニューを開きます

必要なユーザー権限：インストーラー

メニューを開きます。

	→  ナビゲーション領域で8DOを選択します。	
構成範囲を開くには、+をクリックします。

	→構成範囲でDO1  （または対応する出力）を選択します。

デジタル出力設定するためのメニューを含む詳細ビューParameterが表示されます。

定格運転モードを選択すると、デジタル出力設定用の完全なメニューツリーが表示されます。

16.1.2	 デジタル出力の定格運転モードを選択します

必要なユーザー権限：インストーラー

	→構成範囲でDO1  （または対応する出力）を選択します。

デジタル出力設定するためのメニューを含む詳細ビューParameterが表示されます。

	→Operating modeを選択します。
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可能な選択：

	• On-Of f：オンまたはオフの2つの状態の定格運転モード。

	• Threshold value ：出力の状態変化に対する閾値が定義されます。

	• PWM ：�パルス幅変調による出力。	
高速：比例電磁バルブの制御部用。	
低速：オン・オフアクチュエーターの制御部用。

	• PFM ：ポンプの制御部など、パルス周波数変調による出力。

	→定格運転モードを選択します。

 デジタル出力の定格運転モードが選択されました。

選択された定格運転モードに応じたデジタル出力のパラメータ設定については、次の「16.2」～「16.5」章で
説明します。

16.1.3	 デジタル出力の反転

反転により、デジタル出力の機能原理が反転します。

必要なユーザー権限：インストーラー

	→構成範囲でDO1  （または対応する出力）を選択します。

デジタル出力設定するためのメニューを含む詳細ビューParameter が表示されます。

	→ Inversionを選択します。

	→Onを設定します。

 デジタル出力を反転しました。

16.1.4	 デジタル出力の入力値に対する名称を指定します

必要なユーザー権限：インストーラー

	→構成範囲でDO1（または対応する出力）を選択します。

デジタル出力設定するためのメニューを含む詳細ビューParameterが表示されます。

	→ Input value nameを選択します。

	→名称を指定します。

 デジタル出力の入力値に名称を付けました。

16.1.5	 短絡検出を有効にします

必要なユーザー権限：インストーラー

	→構成範囲でDO1  （または対応する出力）を選択します。

デジタル出力設定するためのメニューを含む詳細ビューParameterが表示されます。

	→Short circuit detectionを選択します。

	→Onを設定します。

 短絡検出を有効にしました。
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16.2	 オン・オフ定格運転モード用デジタル出力のパラメータ化
オン・オフ定格運転モードでは、デジタル出力はオンとオフの2つの状態のみです。

16.2.1	 概要：オン・オフ定格運転モード用デジタル出力のパラメータ化

オン・オフ定格運転モードでのデジタル出力DO1
～DO8のパラメータ化 工場出荷時のプリセット 必要条件

デジタル出力の遅延を設定します。 0秒（遅延なし） 任意で実行します
トラブルシューティングを設定します。 オフ 任意で実行します

電力削減を設定します。 オフ 任意で実行します

表 40：	 概要：オン・オフ定格運転モード用デジタル出力のパラメータ化

16.2.2	 オン・オフ定格運転モード—デジタル出力の遅延を設定します

遅延は、信号を受信して​​から出力が切り替えるまでの時間を設定します。

遅延が適用された信号よりも長い場合、出力は変化しません。

必要なユーザー権限：インストーラー

	→構成範囲でDO1  （または対応する出力）を選択します。

デジタル出力設定するためのメニューを含む詳細ビューParameterが表示されます。

	→Delayを選択します。

	→値を入力します。

 デジタル出力の遅延を設定しました。

16.2.3	 オン・オフ定格運転モード—トラブルシューティングを設定します

トラブルシューティングは、エラー発生時のデジタル出力のステータスを決定します。

必要なユーザー権限：インストーラー

	→構成範囲でDO1  （または対応する出力）を選択します。

デジタル出力設定するためのメニューを含む詳細ビューParameterが表示されます。

	→Error handlingを選択します。

可能な選択：

	• Last valid value ：前回の有効値の出力。

	• Off ：デジタル出力がオフのままか、無効になっています。

	• On ：デジタル出力がオンのままか、有効になっています。

	→トラブルシューティングの状態を選択します。

 デジタル出力のトラブルシューティングを設定しました。
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16.2.4	 オン・オフ定格運転モード—電力削減を設定します

電力削減により、常時「オン」信号の代わりに、パラメータで設定可能なPWM信号を切り替えることで、エネルギー
を節約できます。

電力削減のために2つのパラメータが設定されます。

	• 電力削減が有効になるまでの時間[Td]。

	• PWM信号のデューティサイクル。

電力削減の原理。

電圧

t
Td T1 T2

Tp

Td：�電力削減が有効になるまでの時間

T1：�パルス時間

T2：スイッチオフ時間

Tp：継続期間（PWM 20 kHz）

デューティサイクル = 
 �T1	
Tp

図 16：	 電力削減の原理

電力削減を設定します。

必要なユーザー権限：インストーラー

	→構成範囲でDO1   （または対応する出力）を選択します。

デジタル出力設定するためのメニューを含む詳細ビューParameterが表示されます。

	→Power reductionを選択します。

	→Statusを選択します。

	→Onを設定すると、電力削減が有効になります。

	→Power reduction after を選択して、電力削減が有効になるまでの時間[Td]を設定します。

	→値を入力します。

	→Duty cycleを選択して、デューティサイクルを入力します。

	→低下した出力電力のパーセント値を入力します。

デジタル出力の電力削減を設定しました。
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16.3	 閾値定格運転モード用デジタル出力のパラメータ化
閾値定格運転モードでは、出力の状態変化に対する閾値が定義されます。

16.3.1	 概要：閾値定格運転モード用デジタル出力のパラメータ化

閾値定格運転モードでのアナログ出力DO1～DO8のパラメ
ータ化 工場出荷時のプリセット 必要条件

閾値モードを設定します。出力切り替え用モードを設定し
ます。

	• ヒステリシス

	• ウィンドウ

ヒステリシス 必ず必要

下限閾値と上限閾値を設定します。
下限閾値 0

上限閾値 100
必ず必要

遅延を設定します。 0秒（遅延なし） 任意で実行します

トラブルシューティングを設定します。 オフ 任意で実行します

電力削減を設定します。 オフ 任意で実行します

表 41：	 概要：閾値定格運転モード用デジタル出力のパラメータ化

16.3.2	 閾値定格運転モード—閾値モードを設定します

閾値モードは、閾値を超えるパルス/信号に出力がどのように応答するかを設定します。

選択：

	• ヒステリシス：スイッチング機能は、閾値が下回るか、または上回るかを監視します。

	• ウィンドウ：スイッチング機能は、監視対象のプロセスが定義された目標範囲内にあるか、定義された上限また
は下限から外れているかを監視します。

閾値モードがデジタル出力のスイッチング動作に与える影響：

閾値モード 反転なし 反転
ヒステリシス 接点

ON

OFF プロセ	
ス値下限 上限

閾値

接点

ON

OFF プロセ	
ス値下限 上限

閾値
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閾値モード 反転なし 反転
ウィンドウ 接点

ON

OFF プロセ	
ス値下限 上限

閾値

接点

ON

OFF プロセ	
ス値下限 上限

閾値

表 42：	 閾値モードがデジタル出力のスイッチング動作に与える影響

閾値モードを設定します。

必要なユーザー権限：インストーラー

	→構成範囲でDO1  （または対応する出力）を選択します。

デジタル出力設定するためのメニューを含む詳細ビューParameterが表示されます。

	→Threshold modeを選択します。

	→WindowまたはHysteresisを選択します。

 閾値モードを設定しました。

16.3.3	 閾値定格運転モード—下限および上限閾値を設定します

上限および下限閾値は、デジタル出力の状態変化に対する限界値を定義します。

必要なユーザー権限：インストーラー

	→構成範囲でDO1  （または対応する出力）を選択します。

デジタル出力設定するためのメニューを含む詳細ビューParameterが表示されます。

	→Lower threshold valueを選択します。

	→値を入力します。

	→Upper threshold valueを選択します。

	→値を入力します。

 デジタル出力の状態変化に対する閾値を設定しました。

16.3.4	 閾値定格運転モード—デジタル出力の遅延を設定します

遅延は、信号を受信して​​から出力が切り替えるまでの時間を設定します。
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遅延が適用された信号よりも長い場合、出力は変化しません。

必要なユーザー権限：インストーラー

	→構成範囲でDO1  （または対応する出力）を選択します。

デジタル出力設定するためのメニューを含む詳細ビューParameterが表示されます。

	→Delayを選択します。

	→値を入力します。

 デジタル出力の遅延を設定しました。

16.3.5	 閾値定格運転モード—トラブルシューティングを設定します

トラブルシューティングは、エラー発生時のデジタル出力のステータスを決定します。

必要なユーザー権限：インストーラー

	→構成範囲でDO1  （または対応する出力）を選択します。

デジタル出力設定するためのメニューを含む詳細ビューParameterが表示されます。

	→Error handlingを選択します。

可能な選択：

	• Last valid value ：前回の有効値の出力。

	• Of f  ：デジタル出力がオフのままか、無効になっています。

	• On ：デジタル出力がオンのままか、有効になっています。

	→トラブルシューティングの状態を選択します。

デジタル出力のトラブルシューティングを設定しました。
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16.3.6	 閾値定格運転モード—電力削減を設定します

電力削減により、常時「オン」信号の代わりに、パラメータで設定可能なPWM信号を切り替えることで、エネルギー
を節約できます。

電力削減のために2つのパラメータが設定されます。

	• 電力削減が有効になるまでの時間[Td]。

	• PWM信号のデューティサイクル。

電力削減の原理。

電圧

t
Td T1 T2

Tp

Td：�電力削減が有効になるまでの時間

T1：�パルス時間

T2：スイッチオフ時間

Tp：継続期間（PWM 20 kHz）

デューティサイクル =  �T1	
Tp

図 17：	 電力削減の原理

電力削減を設定します。

必要なユーザー権限：インストーラー

	→構成範囲でDO1  （または対応する出力）を選択します。

デジタル出力設定するためのメニューを含む詳細ビューParameterが表示されます。

	→Power reductionを選択します。

	→Statusを選択します。

	→Activeを設定すると、電力削減が有効になります。

	→Power reduction after を選択して、電力削減が有効になるまでの時間[Td]を設定します。

	→値を入力します。

	→Duty cycleを選択して、デューティサイクルを入力します。

	→低下した出力電力のパーセント値を入力します。

デジタル出力の電力削減を設定しました。
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16.4	 PWM定格運転モード用デジタル出力のパラメータ化
PWM定格運転モードでは、デジタル出力のスイッチングはパルス幅変調信号によって制御されます。オンタイムは、
周波数（継続期間）とデューティサイクルによって決まります。

16.4.1	 概要：PWM定格運転モード用デジタル出力のパラメータ化

PWM定格運転モードでのアナログ出力DO1～DO8のパラメ
ータ化（順序に注意） 工場出荷時のプリセット 必要条件

1. パルス幅変調のモードを設定します。

	• Fast PWM

	• Slow PWM

クイックPWM 必ず必要

2. Fast PWMが選択されている場合：

周波数（1周期あたりのスイッチング動作数）を設定し
ます。

2 kHz 必ず必要

Slow PWMが選択されている場合：

	• 継続期間を設定します。

	• 最小オンタイムを設定します。

1.00000分

125 ms

必ず必要

3. スケーリングを設定します。

	• プロセス入力に、デューティサイクル0%に相当する
値を設定します。

	• プロセス入力に、デューティサイクル100%に相当す
る値を設定します。

0

100

必ず必要

トラブルシューティングを設定します。 エラー値 任意で実行します

表 43：	 概要：閾値定格運転モード用デジタル出力のパラメータ化

PWM定格運転モードの原理：

出力

100%

0% t
Tp

T1 T1T1T1

Tp Tp

Tp = 継続期間 = 
1	

周波数

T1	
Tp

デューティサイクル =  

T1 = オンタイム

オンタイムT1が変化します	
継続期間Tpは一定です

デジタル出力に反転が設定されている場合、T1がスイッチオフ時間に相当します。

図 18：	 PWM定格運転モードの原理
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16.4.2	 PWM定格運転モード—パルス幅変調のモードを設定します

デジタル出力のパルス幅変調は，以下の基準で2つのモードを選択することができます。

	• Slow PWM 

	 対象：	 �継続期間：0.5秒～1日

	• Fast PWM

	 対象：	 周波数：1 Hz～20 kHz

必要なユーザー権限：インストーラー

	→構成範囲でDO1  （または対応する出力）を選択します。

デジタル出力設定するためのメニューを含む詳細ビューParameterが表示されます。

	→Operating modeを選択します。

	→Slow PWMまたはFast PWMを選択します。

 デジタル出力のパルス幅変調モードを設定しました。

16.4.3	 PWM定格運転モード—クイックPWMの周波数を設定します

この設定はFast PWMモードでのみ可能です。

必要なユーザー権限：インストーラー

	→構成範囲でDO1  （または対応する出力）を選択します。

デジタル出力設定するためのメニューを含む詳細ビューParameterが表示されます。

	→Frequencyを選択します。

	→値を入力します。

デジタル出力のパルス幅変調の周波数を設定しました。
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16.4.4	 PWM定格運転モード—スローPWMの継続期間と最小オンタイムを設定します

これらの設定は、Slow PWMモードでのみ可能です。

必要なユーザー権限：インストーラー

	→構成範囲でDO1  （または対応する出力）を選択します。

デジタル出力設定するためのメニューを含む詳細ビューParameterが表示されます。

継続期間 [Tp] の設定：

	→Period durationを選択します。

	→値を入力します。

 デジタル出力のパルス幅変調の継続期間を設定しました。

最小オンタイム [T1] の設定：

	→Minimum ON timeを選択します。

	→値を入力します。

 デジタル出力のパルス幅変調の最小オンタイムを設定しました。

16.4.5	 PWM定格運転モード—スケーリングを設定します

必要なユーザー権限：インストーラー

	→構成範囲でDO1  （または対応する出力）を選択します。

デジタル出力設定するためのメニューを含む詳細ビューParameterが表示されます。

プロセス入力に、デューティサイクル0%に相当する値を設定します。

	→Value at 0% を選択します。

	→値を入力します。

プロセス入力に、デューティサイクル100%に相当する値を設定します。

	→Value at 100% を選択します。

	→値を入力します。

 デジタル出力のパルス幅変調のスケーリングを設定しました。
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16.4.6	 PWM定格運転モード—トラブルシューティングを設定します

トラブルシューティングは、エラー発生時にデジタル出力が出力する値を決定します。

必要なユーザー権限：インストーラー

	→構成範囲でDO1  （または対応する出力）を選択します。

デジタル出力設定するためのメニューを含む詳細ビューParameterが表示されます。

	→Error handlingを選択します。

可能な選択：

	• Last valid value ：前回の有効値の出力。

	• Error value ：ユーザー定義値の出力。

	→値を選択します。

エラー値を選択した場合のみ：

	→Error valueを選択します。

	→エラー発生時に出力される値を入力します。

デジタル出力のトラブルシューティングを設定しました。
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16.5	 PFM定格運転モード用デジタル出力のパラメータ化
PFM定格運転モードでは、デジタル出力のスイッチングはパルス周波数変調信号によって制御されます。スイッチ
ングパルス数（周波数）は、入力値と最大周波数によって異なります。オンタイムはパルス幅に対応します。

16.5.1	 概要：PFM定格運転モード用デジタル出力のパラメータ化

PFM定格運転モードでのアナログ出力DO1～DO8のパラメ
ータ化 工場出荷時のプリセット 必要条件

最大周波数（時間単位あたりの最大パルス数）を設定します。180 1/min 	
（毎分180回）

必ず必要

パルス幅（オンタイム）を設定します。 200 ms 必ず必要
スケーリングを設定します。

	• パルスが出力されないプロセス入力の値を設定します（最
大周波数の0%）。

	• 最大パルス数が出力されるプロセス入力の値を設定します
（最大周波数の100%）。

0

100

必ず必要

トラブルシューティングを設定します。 エラー値 任意で実行します

表 44：	 概要：閾値定格運転モード用デジタル出力のパラメータ化

PFM定格運転モードの原理：

出力

100%

0% t
Tp

T1 T2

Tp Tp Tp

T1 = オンタイム

T2 = スイッチオフ時間

Tp = 継続期間 = �
1	

周波数

オンタイムT1は一定です	
継続期間Tpは変化します

デジタル出力に反転が設定されている場合、T1がスイッチオフ時間に相当します。

図 19：	 PWM定格運転モードの原理
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16.5.2	 デジタル出力の最大周波数を設定します

最大周波数では、デジタル出力として時間単位あたりの最大パルス数が設定されます。

必要なユーザー権限：インストーラー

	→構成範囲でDO1  （または対応する出力）を選択します。

デジタル出力設定するためのメニューを含む詳細ビューParameterが表示されます。

	→Maximum frequencyを選択します。

	→最大周波数の値を入力します。

 デジタル出力の最大周波数を設定しました。

16.5.3	 パルス幅を設定します

パルス幅は、デジタル出力の1パルスあたりのオンタイムを設定します。

必要なユーザー権限：インストーラー

	→構成範囲でDO1  （または対応する出力）を選択します。

デジタル出力設定するためのメニューを含む詳細ビューParameterが表示されます。

	→Pulse widthを選択します。

	→パルス幅（1パルスあたりのオンタイム）の値を入力します。

 デジタル出力のパルス幅を設定しました。

16.5.4	 PFM定格運転モード—スケーリングを設定します

必要なユーザー権限：インストーラー

	→構成範囲でDO1  （または対応する出力）を選択します。

デジタル出力設定するためのメニューを含む詳細ビューParameterが表示されます。

パルスが出力されないプロセス入力の値を設定します（最大周波数の0%）。

	→Value at 0%を選択します。

	→値を入力します。

最大パルス数が出力されるプロセス入力の値を設定します（最大周波数の100%）。

	→Value at 100%を選択します。

	→値を入力します。

 デジタル出力のパルス周波数変調のスケーリングを設定しました。
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16.5.5	 PFM定格運転モード—トラブルシューティングを設定します

トラブルシューティングは、エラー状態で出力される値を決定します。

必要なユーザー権限：インストーラー

	→構成範囲でDO1  （または対応する出力）を選択します。

デジタル出力設定するためのメニューを含む詳細ビューParameterが表示されます。

	→Error handlingを選択します。

可能な選択：

	• Last valid value ：前回の有効値の出力。

	• Error value ：ユーザー定義値の出力。

	→値を選択します。

エラー値を選択した場合のみ：

	→Error valueを選択します。

	→エラー発生時に出力される値を入力します。

 トラブルシューティングのために出力される値を設定しました。
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17	 その他の設定 8DOモジュール

17.1	 構成範囲の一般設定メニュー
以下のメニューの概要と簡単な説明には、I/Oモジュールの装置固有の設定が含まれており、PCソフトウェア
「Bürkertコミュニケーター」の説明は含まれていません。

17.1.1	 詳細ビュー「パラメータ」

メニューを開きます。

	→  ナビゲーション領域で8DOを選択します。	
構成範囲を開くには、+をクリックします。

	→構成範囲でGeneral settingsを選択します。

	→詳細ビューParameter を選択します。

メニューの一覧：

General settings用Parameter

レベル1、2および3 説明

Status LED 装置ステータス表示用LEDの設定。

Operation mode 装置の状態を表示するLEDモードを設定します。	
次のLEDモードを選択することができます。

	• NAMURモード、説明については24ページの「8.2 装置ステータス表示用
LED」を参照してください。

	• LEDオフ。

büS büS フィールドバスパティシパントとしての製品のパラメータ化。

Displayed name 装置を表示する名称を割り当てます。

入力は必要ありません。

Location 表示、装置の設置場所

Description 入力ウィンドウは、装置の説明または装置に関する追加情報に使用できます。

入力は必要ありません。

Advanced ネットワークのフィールドバスパティシパントとしての装置のその他の設定。

Unique device name ネットワークでの通信用の通信IDを割り当てます。	

 通信IDが変更されると、別のフィールドバスパティシパントとの割り当てら
れたパートナーシップは失われます。

Baud rate 装置のデータ転送速度をbüSフィールドバスパティシパントまたはCANopen
のフィールドバスパティシパントとして設定します。

büS address 装置がbüSフィールドバスパティシパントまたはCANopenのフィールドバスパ
ティシパントとして管理されているアドレスを割り当てます。
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General settings用Parameter

レベル1、2および3 説明

Bus operation mode 通信を選択します。

	• プロトコルCANopen

	• プロトコルbüS

	• 単体装置

CANopen status 装置の通信状態を設定します。

運用開始前：SDOを介してフィールドバスパティシパントと通信することができ
ます。PDO通信はできません。

使用中：フィールドバスパティシパントはプロセスデータを個別に送受信でき
ます。

 このメニューは、CANopenのプロトコルが選択されている場合にのみ使
用できます。

Show errors from büS 
partners

装置は、受信者（プロデューサーおよび/またはコンシューマー）のいずれかが
エラーである場合にもエラーを表示します。

Deallocation	
delay

受信者を失ってから構成を削除するまでの時間。

Alarm limits 限界値の設定と表示を上回るまたは下回ると装置はエラーメッセージまたは
警告を発します。

Supply voltage 供給電圧の限界値の表示。

Error low 供給電圧の限界値の表示を下回ると装置はエラーメッセージを発します。ヒス
テレシスに注意してください！

Error high 供給電圧の限界値の表示を上回ると装置はエラーメッセージを発します。ヒス
テレシスに注意してください！

Hysteresis 供給電圧の限界値に対するヒステリシスの表示。	

ヒステリシスは限界値の真ん中に割り当てます。

例：
Error high	 	 26.4 V

Hysteresis	 	   0.5 V

エラーは、供給電圧が26.9 Vを超えると発せられ、供給電圧が25.9 Vを下回ると
取り消されます。

Device temperature 装置温度の限界値の表示と設定。

Error high 装置温度の限界値の表示を上回ると装置はエラーメッセージを発します。ヒス
テレシスに注意してください！

Error low 装置温度の限界値の表示を下回ると装置はエラーメッセージを発します。ヒス
テレシスに注意してください！

Warning high 設定した装置温度の限界値を上回ると装置は警告を発します。ヒステレシスに
注意してください！
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General settings用Parameter

レベル1、2および3 説明

Warning low 設定した装置温度の限界値を下回ると装置は警告を発します。ヒステレシスに
注意してください！

Hysteresis 装置温度の限界値のヒステレシスを設定します。	

ヒステリシスは限界値の真ん中に割り当てます。	
例：
Warning high	 	 80 °C

Hysteresis	 	 	 4 °C

警告は、装置温度が82 °Cを超えると発せられ、装置温度が78 °Cを下回ると取
り消されます。

Diagnostics 診断機能のアクティブ化と非アクティブ化用のメニュー

Active 診断機能は有効です。

	• 装置ステータス表示用LEDは、設定されたモードに応じて装置ステータスを表
示します。

	• メッセージはログブックに入力されます。

Inactive 診断機能は無効です。

	• 装置ステータスの表示用LEDに、装置ステータスは表示されません。

	• ログブックにエラーのエントリがありません。

PDO configuration 周期的プロセスデータオブジェクトの構成。

PDO 1
 サイクリックプロセスデータオブジェクトの設定は、必要な操作手順をガイ

ドするウィザードで行われます。

Reset to default values PDO設定のデフォルト値へのリセット 

Configuration client 装置構成を別の装置に保存するために使用されます。

Operation mode アクティブ：

非アクティブ：

自動スイッチオン：プロバイダを待ってから、「アクティブ」に設定します。

Change operation mode セットアップウィザードを開始します。

表 45：	 8DOモジュールのメニュー、構成範囲一般設定、詳細ビューパラメータ
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17.1.2	 詳細ビュー「診断」

メニューを開きます。

	→  ナビゲーション領域で8DOを選択します。	
構成範囲を開くには、+をクリックします。

	→構成範囲でGeneral settingsを選択します。

	→詳細ビューDiagnosticsを選択します。

メニューの一覧：

General settings用Diagnostics

レベル1と2 説明

Device status 装置ステータスに関する情報。

Operating duration 装置のライフサイクル全体の稼働時間の表示。

Device temperature 装置温度の表示。

Voltage drops 表示：前回の再起動以降の電圧低下の数。

Min./max. values 測定された装置温度の最小値と最大値の表示。

Device boot counter 装置のライフサイクル全体にわたる装置の再起動表示。

Transferable memory 
status

構成設定の保存と管理が可能。

設定については、説明書「中央構成管理—装置交換時の構成データの転送」を
参照してください。	
説明書はBürkertのホームページ→タイプME43に掲載されています。

Current system time 日付と時刻の表示。

büS status büSネットワークに関する情報。

Receive errors 現在発生している受信エラーの表示。

Receive errors max. 前回の再起動以降のすべての受信エラーの表示。

Transmit errors 現在発生している送信エラーの表示。

Transmit errors max. 前回の再起動以降のすべての送信エラーの表示。

Reset error counter. 受信エラーと送信エラーのエラーカウンターを0にリセットします。

CANopen status büSネットワークへのフィールドバスパティシパントとしての装置の通信状態に
関する情報。運用開始前または運用開始後。

Logbook ログエントリを表示および管理するためのメニュー。

Configuration client

Transferable memory 
status

Status 装置の現在のステータス

Number of 
reconfigurations

装置の再構成の数

表 46：	 8DOモジュールのメニュー、構成範囲一般設定、詳細ビュー診断
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17.1.3	 詳細ビュー「メンテナンス」

メニューを開きます。

	→  ナビゲーション領域で8DOを選択します。	
構成範囲を開くには、+をクリックします。

	→構成範囲でGeneral settingsを選択します。

	→詳細ビューMaintenanceを選択します。

メニューの一覧：

General settings用Maintenance

レベル1と2 説明

Device information 製品固有のデータの表示。

Displayed name 装置に入力された名称の表示。	

 名前は構成範囲 	
General settings → Parameter 、メニュー büS → Displayed nameに入力さ
れます。

Identification number 製品のID番号の表示。

Serial number 装置のシリアル番号の表示。

Software ident. number 装置で使用されているソフトウェアID番号の表示。

Software version 装置で使用されているソフトウェアバージョンの表示。

büS version 装置のbüSバージョンの表示。

Hardware version 装置のハードウェアバージョンの表示。

Product type 装置のタイプ名称の表示。

Manufacture date 装置の製造日の表示。

eds version edsバージョンの表示。

Device driver 装置ドライバーに関する情報。

このメニューは、PCソフトウェア「Bürkertコミュニケーター」でのみ利用可
能です。

Reset device 製品のリセットと再起動用のメニュー。

Restart 装置を再起動します。	
装置の再起動時にソフトウェアリセットが実行されます。装置で行われた構成
およびパラメータ設定は再起動後も保持されます。

Factory reset 装置を工場出荷時設定にリセットします。

工場出荷時設定にリセットすると、装置で行われた設定が工場出荷時設定で上
書きされます。

表 47：	 8DOモジュールのメニュー、構成範囲一般設定、詳細ビューメンテナンス
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18	 メンテナンス

18.1	 I/Oモジュール タイプME44の交換

運用中にI/Oモジュールの交換が可能です（ホットプラグ）。

I/Oモジュールを交換する場合は、中央構成管理用ソフトウェアの説明書に従ってください。

インターネット https：//country.burkert.com/ > ME44 > 取扱説明書。

注意！
	▶メンテナンスは必ず適切な工具を使用し、訓練を受けた専門技術者が実施してください。

1.センサーとアクチュエータのケーブルを取り外します。

	→接続端子のプッシュイン接触を押しながら、心線を引き抜きます。

押します

押します

上部ロック

下部ロック

接続パネルを取り外します

中央に向
かって押
します

I/Oモジュールを取り外します

上部ロック解除

下部ロック解除

図 20：	 I/Oモジュール タイプME44の交換

2.バックプレーンからI/Oモジュールを取り外します。

	→青い四角をロックが解除されるまで押し、接続パネルを引き抜きます。

	→上部および下部ロック解除を中央に向かって押し、I/Oモジュールをバックプレーンから取り出します。

3.交換装置を取り付けます。

日本語
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押します

押します

上部	
ロック

下部ロック

必要に応じて：	
接続パネルを取り外します

I/Oモジュールをバックプレーンに取り付けます

モジュールス
ロット

図 21：	 I/Oモジュール タイプME44をバックプレーンに取り付けます

	→ I/Oモジュールをバックプレーンのモジュールスロットに合わせます。

	→ I/Oモジュールをバックプレーンに、カチッと音がするまで押し込みます。

これでI/Oモジュールは供給電圧に接続されました。

十分な電力のある供給電圧を使用してください。

外部センサーとアクチュエータを電気的に接続します。

電気接続の割り当て 4AIモジュール

コネクタ割当て	
補助電源 外部配線

GND 質量

GND 質量

24 V 補助電源 供給電圧 24 V  +20%/-15%

24 V 補助電源 供給電圧 24 V  +20%/-15%

コネクタ割当て	
アナログ入力 外部配線

GND 質量

AI1～AI4 アナログ入力 +

24 V 供給電圧 24 V  +20%/-15%

表 48：	 接続の割り当て 4AIモジュール
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電気接続の割り当て 4AOモジュール：

コネクタ割当て	
アナログ出力 外部配線

GND 質量

AO1～AO4 アナログ出力 +

表 49：	 接続の割り当て 4AOモジュール

電気接続の割り当て 8DIモジュール：

コネクタ割当て 外部配線

GND 質量 

DI1～DI8 デジタル入力

周波数入力：DI1～DI8

24 V 供給電圧 24 V  +20%/-15%

表 50：	 電気接続の割り当て 8DIモジュール

電気接続の割り当て 8DOモジュール：

コネクタ割当て	
補助電源 外部配線

GND 質量

GND 質量

24 V 補助電源 供給電圧 24 V  +20%/-15%

24 V 補助電源 供給電圧 24 V  +20%/-15%

コネクタ割当て	
デジタル出力 外部配線

GND 質量

DO1～DO8 デジタル出力 +

表 51：	 接続の割り当て 8DOモジュール

	→外部センサーとアクチュエータの心線を、それぞれの接続パネルの端子に接続します。

接続パネルを取り外した場合：

	→接続パネルをI/Oモジュールに合わせます。

	→接続パネルをカチッと音がするまで押し込みます。

日本語
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18.2	 バックプレーンを交換します

注意！

電圧。

	▶装置やシステムで作業する前に、電源を切ってください。再度オンにする前に電源を確認してください。

注意！
	▶メンテナンスは必ず適切な工具を使用し、訓練を受けた専門技術者が実施してください。

18.2.1	 並んだバックプレーンの取り外し

1. → 供給電圧をオフにします。

2.同様に、バックプレーンからすべてのI/Oモジュールを取り外します。

押します

押します

上部ロック

下部ロック

接続パネルを取り外します

 中央に向
かって押
します

I/Oモジュールを取り外します

上部ロック解除

下部ロック解除

図 22：	 バックプレーンからI/Oモジュールを取り外します

	→青い四角をロックが解除されるまで押し、接続パネルを引き抜きます。

	→上部および下部ロック解除を中央に向かって押し、I/Oモジュールをバックプレーンから取り出します。

日本語
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3.バックプレーンを取り外します。

接続されたバックプレーンは、左隣のバックプレーンの右外側のI/Oモジュールを取り外すことでロックが
解除されます。

隣接するバックプレーンの	
電子モジュール

終端抵抗

規格レール

バックプレーンのロックを解除します バックプレーンを規格レールから
取り外します

図 23：	 並んだバックプレーンの取り外し

	→左隣のバックプレーンから右外側のI/Oモジュールを取り出します。	
バックプレーンのロックが解除されます。

	→隣接するバックプレーンとの接続を右側に引いて解除し、バックプレーンを規格レールから取り外します。

バックプレーンを規格レールから取り外します。

	→バックプレーンを上方に押し、規格レールの上部ガイドから外します。

	→終端抵抗がバックプレーン上にある場合は、終端抵抗をバックプレーンから取り外 します。

取り外した終端抵抗は、交換後にシステムの一番外側のバックプレーンに差し戻す必要がありますので、準
備しておきます。

日本語
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18.2.2	 フィールドバスゲートウェイからバックプレーンの取外し

1. → 供給電圧をオフにします。

2.センサーとアクチュエータのケーブルを取り外します。

	→接続端子のプッシュイン接触を押しながら、心線を引き抜きます。

規格レール 六角穴付きねじ

終端抵抗

システムを規格レールから取り外
します

バックプレーンをフィールドバスゲ
ートウェイから取り外します

終端抵抗を外します

図 24：	 フィールドバスゲートウェイからバックプレーンの取り外し

3.I/Oモジュールが取り付けられたフィールドバスゲートウェイとバックプレーンで構成されるシステムを規格レール
から取り外します。

	→システムを上方に押し、規格レールの上部ガイドから外します。

4.バックプレーンをフィールドバスゲートウェイから取り外します。

	→フィールドバスゲートウェイの六角穴付きねじを緩めます。

	→バックプレーンを引き抜きます。

	→終端抵抗がバックプレーン上にある場合は、終端抵抗をバックプレーンから取り外 します。

取り外した終端抵抗は、交換後にシステムの一番外側のバックプレーンに差し戻す必要がありますので、準
備しておきます。
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5.同様に、バックプレーンからすべてのI/Oモジュールを取り外します。

押します

押します

上部ロック

下部ロック

接続パネルを取り外します

中央に向
かって押
します

I/Oモジュールを取り外します

上部ロック解除

下部ロック解除

図 25：	 フィールドバスゲートウェイからバックプレーンの取り外し

	→青い四角をロックが解除されるまで押し、接続パネルを引き抜きます。

	→上部および下部ロック解除を中央に向かって押し、I/Oモジュールをバックプレーンから取り出します。
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18.2.3	 並べられたバックプレーンの設置

バックプレーンを取り付け、ロックします 接続パネルと終端抵抗を取り付けます  

2. �I/Oモジュールを取り付けます

1. �バックプレーンを
取り付けます

接続パネル

終端抵抗

図 26：	 並べられたバックプレーンの設置

1.バックプレーンを規格レールに取り付けます。

	→バックプレーンを傾けて、規格レールに合わせます。

	→バックプレーンを規格レールの下部ガイドに引っ掛け
ます。

	→バックプレーンを上方に押し上げ、規格レールの方向
に旋回させ、規格レールの上部ガイドにかみ合わせ
ます。

図 27：	 バックプレーンを規格レールに取り付けます

2.バックプレーンを並べ、I/Oモジュールを取り付けます。

	→バックプレーンを左側にスライドさせて、隣接するバックプレーンの上に置きます。

	→ロックを解除するために取り外した左隣のバックプレーンの取り外した I/Oモジュールを再度取り付けます。

隣接するバックプレーンのすべてのI/Oモジュールが取り付けられている場合は、追加のバックプレーン
の取付も可能です。

	→バックプレーンから既存のカバーをすべて取り外します。

	→残りのI/Oモジュールを再度取り付けます。

	→これを行うためには、それぞれのI/Oモジュールをバックプレーンに、カチッと音がするまで押し込みます。

	→取り外した接続パネルをI/Oモジュールに戻します。

	→終端抵抗が外されている場合は、終端抵抗を再び接続しててください。

日本語



88

メンテナンス

タイプME44

18.2.4	 フィールドバスゲートウェイへのバックプレーンの取付

接続パネルと終端抵抗を取り付けます  バックプレーンをフィールドバスゲートウェイに取り付
けます  

接続パネル

終端抵抗拡張プラグ 

六角穴付きねじM4

図 28：	 フィールドバスゲートウェイをバックプレーンに取り付けます

1.バックプレーンをフィールドバスゲートウェイに取り付けます。

	→フィールドバスゲートウェイの拡張ソケットをバックプレーンの拡張プラグに合わせます。

	→フィールドバスゲートウェイをバックプレーンに差し込みます。

	→六角穴付きねじM4を使用して、フィールドバスゲートウェイをバックプレーンにねじ込みます。	
締め付けトルク0.75 Nmを遵守してください。

	→バックプレーンから既存のカバーをすべて取り外します。

2.取り外したI/Oモジュールを再度取り付けます。

	→それぞれのI/Oモジュールをバックプレーンに、カチッと音がするまで押し込みます。

	→取り外した接続パネルをI/Oモジュールに戻します。

	→終端抵抗が外されている場合は、終端抵抗を再び接続しててください。

3.システムを規格レールに取り付けます。

	→システムを傾けて規格レールに合わせます。

	→システムを規格レールの下部ガイドに引っ掛けます。

	→システムを上方に押し上げ、規格レールの方向に旋回させ、規
格レールの上部ガイドにかみ合わせます。

図 29：	 システムを規格レールに取り付けます

日本語



89

メンテナンス

タイプME44

18.2.5	 複数のバックプレーンを使用した拡張レベルの設置推奨事項

	→まず、フィールドバスゲートウェイと1つのバックプレーンで構成される最小拡張レベルを規格レールに引っ掛
けます。

	→さらにバックプレーンを次々と規格レールに吊り下げ、前のバックプレーンに押し込んでいきます。

	→終端抵抗が外されている場合は、終端抵抗を再び接続しててください。

日本語
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19	 スペアパーツ、付属品
注意！
誤った部品による物的損害。

誤った付属品や不適切なスペアパーツは、製品を損傷する恐れがあります。

	▶ Bürkertの純正アクセサリと純正スペアパーツのみ使用してください。

付属品 注文番号

8 × デジタル入力

8DIモジュール（ME44）

354316

8 × デジタル出力

8DOモジュール（ME44）

354317

4 × アナログ入力

4AIモジュール（ME44）

354321

4 × アナログ出力

4AOモジュール（ME44）

354325

モジュールスロット トリプルバックプレーン（BPX3） 307510
終端抵抗（直接差込み可能） 303833
規格レール用タイプ1573アダプタ、100～240 V AC/24 V 、1.25 A、	
NECクラス 2（UL 1310）

772438

規格レール用タイプ1573アダプタ、100～240 V AC/24 V 、1 A、	
NECクラス 2（UL 1310）

772361

規格レール用タイプ1573アダプタ、100～240 V AC/24 V 、2 A、	
NECクラス 2（UL 1310）

772362

規格レール用タイプ1573アダプタ、100～240 V AC/24 V 、4 A 772363
マイクロSDカード お問合せください
büSスティックセット1（ケーブル（M12）付き、内蔵終端抵抗付きスティック、電
源、ソフトウェア）

772426

büSスティックセット2（ケーブル（M12）付き）、内蔵終端抵抗付きスティック 772551
ソフトウェア「Bürkertコミュニケーター」 http：//www.burkert.jp/jp/

type/8920
表 52：	 付属品

日本語
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20	 取り外し

注意！

電圧。

	▶装置やシステムで作業する前に、電源を切ってください。再度オンにする前に電源を確認してください。

注意！
	▶取り外しは有資格者が適切なツールを使用してのみ行うことができます。

1.供給電圧をオフにします。

2. 5ピンスプリング式端子を取り外します。

3.センサーとアクチュエータのケーブルを取り外します。

	→接続端子のプッシュイン接触を押しながら、心線を引き抜きます。

図 30：	 5ピンスプリング式端子の取り外し

4.�インターフェースX1およびX2からEthernetケーブルを取り外します。	
PROFIBUSタイプとCC-Linkタイプの場合：チューブコネクタD-Sub、9ピンを取り外します。

5.システムを規格レールから取り外します

図 31：	 システムを規格レールから取り外します

	→システムを上方に押し、規格レールの上部ガイドから外します。
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21	 梱包、輸送

注記！ 
装置の不十分な保護による輸送中の損傷。

	▶耐衝撃性の資材を使って梱包し、輸送中も製品を湿気とほこりから保護してください。

	▶許容保管温度を遵守してください。 

22	 保管

注記！ 
誤った保管は製品の損傷の原因となります。

	▶製品は湿気と埃のない状態で保管してください！

	▶保管温度：-30～+80 °C。    

23	 廃棄

注記！ 
媒体汚染された部品による環境への被害。

	▶環境に配慮した方法で製品と梱包材を廃棄処分してください！

	▶該当する廃棄規則および環境規制を遵守してください。

各国の廃棄物処理規則に従ってください。

日本語
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